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L万分の占地質区i皇定山渓(札幌一第 2!J号)

北海道地下資源調査所

北海道技師

土腎繁雄

はしがき

この図幅;j;-よび説明書は，北海道開発庁から委嘱さ kl て，昭和 2G 年 9 月か

ら同年 11 月にわたる約 50 日， 昭和 27 年 7 月から同年 10 月にわたる灼 80

日，あわせて約 130 日で行った野外調査の結果を整珂して，その概要を報告

したものである。

この地方は，北海道の木島郡と西市部とを劃する地形上むよび地質詩造上

の境界として，従来から多くの人々によって注意されている，いわゆる石j守

依地時の西方に位置して，地質学的には西南部北海道に属し，東::と日木の

*地質と軌をーにしている。したがってこの地域には第三紀から第四紀にかけ

て，火山活動が激しく行わ~T，いろいろな噴出岩類がさまざまな形で砕屑岩

層をもともなοて発達し，この地域の主要な構成員となっているO またこの

地域には，これらの火山活動にともたって各種.の金属鉱床がもたらされ，北

海道に者ける有望友金属鉱床地帯のーっとして注目されているO

*木下屯域: 芸拡宕波講座 (1931 年，昭和 G 年〉

相J井敏堆。新堀友行: 東北裏日本における第 3 紀の火成活動にづいて 地球ぺ工学

No. ろく19日年，昭和 26 年〕

能 IE雄: グリン。タフ地域の問題新生代の研究 t'o.14( 1\)52 年y 昭和 0":" 年〉



この地域のうち，図幅の東部地区，とくに定山渓以東の豊平川流域から札

幌に到る地域は，早くより北海道大学の地質巡検コースにもとりあげられて

*いるところで，多くの人達によって調査が行われている。またこの地域の北

西部にある豊羽鉱山は，硫化鉄鉱ゐよび、鈴・亜鉛鉱山として早くから注目さ

れ，地質鉱床について発表された報告が少くない。このように，局部!引な，

あるいは特日Ijな問題を対称とした調査や研究は比較均盛に行われているにも

かかわらすう地域全般の地質についての調査は不十分で、あるO わやかに唱和

16 年，斎藤正堆が rIO 万分の 1 櫓前図幅」作成の目的で，との地域をふくむ

広い地域の野外調査を行ったに過ぎない。その調査は完成されるに至らなか

ったが，筆者が調査をすすめてゆくに当って，少なからや参考になった。明

記して感謝の意を表するO

報告に入るに先だち，野外調査の 1 部 L豊羽鉱山1付近〕を担当し，地質図

完戒に援助を?とまわった北海道地下資源調査所斎藤昌之技師ならびに調査助

手としてカをかして下さった，北海道力学理工学部地質学鉱物学教室杉山清蔵

氏に厚く感謝するO また，北海道大学地質学鉱物学教室湊E堆博士・舟橋三

男財教授には，いろいろご指導を賜った。とくに湊博士からは，この地域の

*阿部顕・西田彰一: 石狩国策舞・定山渓附近地質調査報文 北大理地卒論〈手

記) (1934 年，昭和 9 年〕

渡辺武男: 豊羽鉱山および定山渓北海道地質見学案内書第 5 輯ぐ1943 年，昭

IS 年〕

舟橋三男: 札幌~定山渓地質案内 科学主科学教育第 1 巻(l~47 年，昭和 22

年〉

林渡辺久吉: 石狩国札幌郡定山渓附近地質及鉱物調査報青鉱調第 16 号Osn3 年，

大LE :3年〕

小林儀-郎: 石狩国札幌郡定山渓豊羽附近地質調査報文 鉱詞第 :;.4 号 (11117 年，

大LEG 年〉

高野 孝: 豊羽鉱山中つ地質鉱床および採鉱について 北大工卒論〈手記)(1940

年，昭和 !5 年〉

全国政一・: 石狩国定山浜、畳羽鉱山附近の地質および鉱床北大理地卒論(手

f?2)(l H41 年，昭和 16 年〉

渡辺武男: 豊羽鉱山および定山渓北海道地頁学案丙書第 3 輯 (19·13 年，昭

和 1内年〉

藤原 ;N 夫: 札幌郡豊羽鉱山附近の地質および鉱床北大理地卒論〈手記 )(1~) .1 3

年，昭和 28 年〕

つ
-・ 4日 園田ーー・



層序の樹立にご教示をうけたところが少くなかった。同教室魚住民学士には

化石の鑑定を者願いした。さらに隣接する「銭函図幅」の調査を担当された

北海道地下資源調査所杉本良也技師には，いろいろな関連問題について討論

をな明いし得るところが多かった。との説明書の中にかかげた図は，北海道

地下資源調査所大島美智子嬢むよび、北海道大学頭学部地質学鉱物学教室熊野

純男氏の労をわやらわした。ここに上記の人々に深甚の謝意を去するO

た治，野外調査の際，いろいろ便宜を与えられた定山渓一番通り八木橋惣

十郎氏，豊羽鉱山株式会社三山事務所在らび、に本龍鉱山ο各位に厚く j討しを

申とげる。

第 1 了三 位置bよび交通

この図幅のしめる地域は，北緯 43°0'---4.'3ー50' ，東径 141°15'---141 むげの範

囲であうて，札幌市からは西方約:3 0 kmにある O 地域の西部には，北西から
ナイ 2・ -1 :1' キコ E ペヅ

南東に速なる 1 ，000 m 内外の美比内山・長尾山・無意根山・喜茂別岳ゐよび、

運来山をむすぷ尾根があり，行政上，これを境として束は札幌郡豊平町に，

西は虻田郡京極村会よび喜茂別町に編入されている O この地域の最も大きな

村落は定山渓市街地で，ここには豊平町役場支所と定山渓営林署とがある O

このほか豊平 ill に沿って，東から黄金湯・ーの沢・錦橋などの小部落がある

ほかは，目 t:f しい部落はない。

定山渓鉄道は，札幌市の郊外豊平町から豊平日!の渓谷に沿い，前にのぺた

小部落を縫って定山渓市街まで通じている O とれと別に，錦橋から白井川に

沿って豊羽鉱山専用の軌道が 7k 松沢まで敷設されている O 道路は，定山渓鉄

道にほぽ平行に豊平川の渓谷を縫っているが，銚子口から薄別川谷に沿い，

さらにのび、て"図幅地域の中央部の山地を閉さくし，中山峠を経て喜茂別町

に通やる札幌~室蘭間国道が通じている O また，錦橋から白井 ifl に沿って豊

羽鉱山まで鉱山専用道路があり，白井川の支流小樽内川に沿っては，小樽ま

で通やる自動車専用道路がある O 前者は豊羽鉱山の物資を運搬するトラヅク

一「コ一一



が通うてゐり，後者は図幅外小i舎内川上流地域からの林産物運搬に利用され

ているO これらの以外にも，各河川に沿って，道路はあるが，林産物の搬出

を除いては一般に利用されることもたいので，路面の手入れは十分で、たい。

第 2 主主地 形

この地域は，ほとんど火山岩山地であるが，山体の基盤には，新第三紀層

が発達しているO したがって，この図幅地域を概観すると， 4 つの地形区に

大別される。

(1)新期火山岩類から怒る 1 ，000 m 以上の高III麦た， しかも山頂が平坦た

山地。

(2) 鮮新世の火山岩拾よび、火山噴出物で、構成され，やや解析のすすんだ

急峻在地貌を呈している山地。

(3) 主として火山砕屑岩よりたり，解析はすすんで、いるが，山頂の平坦

友山地。

(4) 各河川の流域にひろげられた河戎段丘なよび沖積地。

(1)は，図幅地域の東部告よび、西部を占め，主として第三紀末葉ないし第

四紀初葉の火山岩より構成されている地域である O この地域では， !:溶岩流
咋ウス

の面があきらかに識別される O 東部地区では， 札幌岳(1，:2 DB.8 Ill)・狭薄山

(1,:29G.1 D1) jラよび図幅外にある宝山岳 (1 ，:2 51 Ill)を結ぶ平坦な山田、を示し
r{ ナガ才

て治り，西部地区では，美比内山(1，163111)・長尾山(1，20，3 Ill)・無意根山
キ毛 4 ・y

(l,4G1 m) ・中岳(1， 387.8 m):t'よび喜茂別岳(1， 176.3 m、)を結ぶ 1 ，，'3 00m 内

外の平坦な回が示されている O

(:2)は，図隔地域の中央部地区で，前にのべた(1)の束・西両山地にはさ
ナカヤマ ホウヘイ

まれた地域である O 中山峠・豊平峡・夕日岳・小天狗岳 jなよ示、凶陥クト神威岳

にわたる山地で，やや解析のすすんだ、急峻な地形を呈している O この地域の

基底には，プロピライトや火山砕屑岩が諸所にみられるほか，定山渓附近で

は石英忠岩が広く露，出している O
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(3) は，中新世の火山岩者よび、同源の火山砕屑岩を主要構成員とし，図幅

地域の中央部と北西部とを占めているO この地形区では，河川の河岸または

河床に，先第三紀層が露れているO
トョヒラ ウニミ〈ツ 才) Jt-}トイ

(4) は，各河川 I (豊平川・白井 iif ・薄別川・小樽内川等〕の沿岸にひろが

っている低地であるO ま?と，各河川の川岸には，ときに数段のfまい段丘面が

みられるが，これらの段丘面を治拾うて扇状地士tt積物が発達しているO

ァjく系 l士， この地域の地質構成員長よび地質構造に支西日されているようで，

前にのべた山地に深い峡谷をつくり，急流やj暴布が方々にみられる。

西部地区では，前にのべた(1)の美比内山台よび喜茂別岳を結ぶ尾根を境

として，西日jにはベーペナイ川や喜茂別川が流れているが，どれも束から西

に向っているO ま?と白井川・小川・白水川沿よび薄日!J川が西から東に向。て

流れているO 東部地区では，札幌岳沿よびQl百岳を結ぶ尾根の西切に，ほほ、
吟~7， 1: 'γE ザ

東から西に流れる Ql日入沢・狭薄沢むよび冷71'く沢があるO これらのアjく系のう

ち，西から東に流れるものは，いす"れも図幅の中央部を南北に縦走する豊平

日 If乙合流する。

豊平川は，定山渓錦橋附近で、，西から流れてくる白井川， ;jなよび、図幅外と

むく昇民岳 (76:3 m) の南到に涼を発して北北西から南南東に{忘れる小樽内

川を合流し， t走路を束に変え，いやれも北北東~甫甫西の流路をとっている

百!?会沢・ーの沢・誌の沢むよび雪の沢な Eの支流を合わせたがら，図幅外と

jなく石狩平野に注いでいるO

第 3 章地質概説

との地域を溝成する地質系統は，模式住状図に示すよろなものであるO

先第三千己層は，この地域の基盤岩層で，薄日Ij川の河岸と錦橋の沢とに露

出しているO 粘板岩と娯砂岩とを主要な構成員とし，岩質から北海道の各地

に奇布ずる先白空把層に対比されるO 新第三午、己層は，地域の中央部・北西部

告よび、北東部に広く分布し，下位から定山渓層群・掩の沢層詳ヰラよび、天狗后

←ラー



集塊岩層に分けられる。

プロピライト化作用をいちじるしく受けた安山岩質集塊岩定山渓層群は，

治よび禄色角線凝灰岩を主要;構成員とし，熔岩流をも伴なう白水川層，緑色

凝灰岩・頁岩を主要構成員とし，際岩を伴ないプロピライトの熔岩流を介在

これと同時異相の関係にある豊羽層，下部に際岩・砂岩を主する白井川層，

考

定山渓地域模式怪獣圃
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とし，上古じになると凝灰質頁岩・緑色凝灰岩が優勢となり，石英安山岩熔岩

流を伴なろ j易の沢層の 3 つに分げられ，前の 2 者は下部wll縫統に，後者は上

古SWI\経統に対比されるものであるO な主主百松沢層は下部層との関係が明らか

でないが，石英安山岩質集塊岩なよび凝灰質頁岩を主構成員としていること

と，後からのベる天狗岳火山噴出物層に不整合に命令われていることから，

*いち:t:;-ろヨ II縫統上部と考えられるO

?屯の沢層 iゴニは，砂岩・氾岩を主体とするーの沢膚，ゐよび、硬質砂岩・硬質

頁岩からなる版割沢層との 2 つに分けられる。前者は下部八雲統に，後者は

上部八雲統に対比され，定山渓層群との関係は不明であるO

天狗!奇集塊岩層は，地域ο中央部沿よび東北部に広く発達している。火山

砕屑物を主要構成員とし， しばしばJ溶岩流をともなうもので，神威民集塊岩

層・豊平峡集塊岩層拾よび大江沢集塊岩層に分けられ，黒松内統に対比され

るO 前にのぺた定山渓屑昨拾よび、滝の沢層群との関係は不整合である。

以上の各地層を持沿って，新期の火山岩が熔岩流として溢流し，平坦な山

頂をもっ 1 ，000 III 以上の山系となって，地域の南東部壮よび、西部にいちじる

しい発達を示しているO さらに，高さ 1，000 IIIから 3，500 III までの比較的縫い

山地では，前に0ペた各地層の際よりなる砂際層が不整合にのって治り，各

河川の在比には数置の上昇を去わしている見事た段丘砂際膚が発達し，さら

に~状地l住民 4~JJや岩屑が，これらを命拾っている。

第 4 j'~先第三紀層

I 薄日IJ 層

議日Ij尚泉 L図幅地域の中央部〕の北北東約 300m 附近の薄日j河岸に，模式

本長足 巧・佐々保雄: 北海道西南部の新生代層と最近ノコ地史 地質学雑誌 Vol. 40,
41(1\)33 年-Hl3 生年， 昭和 8 年-9 年〉

阿部; 顕・西国彰: 前出

捌え 1 敏雄・新堀友行: HI} 出
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第 1 園薄別川下流の踏査園

1 粘板岩。砂岩(宵別居〉

3 河段丘諜層

2 集塊岩 e 角諜凝灰岩(白 7~川層〉

4 扇状地JJfit積物

的危露出がみられるが，錦橋の南の沢にも小範囲に露出している。前者では，

N200E--N20 0，V ・ 80° 8E--45ーN'V, 後者では N200E ・ 6008E の?を向・傾

斜をそれぞれ示している。薄日Ij川の河岸で観察したところでは，定山美層群

の最下部に当る白ァjく川層一一雪山岩質集塊岩層一一ーによって，不整合に訟な

われていることは確実で、ある。また，錦橋南の沢では，石英斑岩がこれを貫

ぬいているO

昭和 9 年の阿部顕@西田彰ーの調査*およ t九長尾巧ノコ報合紳 iこよれば，こノ)j白層 Jエ北

海道西南部に発注する福山統の下部玄たは古第三紀層~福山続下部主されて」、るが，筆

者.二，岩質カバノ判断して先自室紐層でふろうと考える c

* 阿部顕・西田彰一: 前出

料長尾巧: 札幌~苫小牧伝j阜市(石狩低地，iiわ矢部教授還既記念論文集(1~)40 年，

昭和勾年〕
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この地層は，粘板岩手まよび砂岩より構成され，小さな摺誼と小さな断層と

が無数に発達しているO また，石英WRが拘状に発達し，脈惰 Beill 程度。もの

までみられる。厚さ;p.;-よび、下限は不明で、あるO

粘板岩: 灰黒色堅硬で，明瞭ナコ層理を示している。一般に，厚さ 20cm 内外の砂岩ま

たは珪岩と互層し或はレンスザ状にそれな挟んで・いるが， 主きに全〈粕板岩のみからな

る。局部的には，キや千枚岩状を呈する部分もみられる。

砂 岩: 細粒ないし中粒 :I) 培灰色砂岩でI L ばしば灰緑色の珪質部〆ζ 交えて v 、るョ普

通，粘板岩主互層を L ている。

このように，充分に資料を整えているわけではないが，岩質からみると，

北海道のほかの地域に広く分布している先白豆系に対比される。

第/> j苦新第三紀層

主rr第三号層は，定山渓層群・滝の沢層群訟よび、天狗!芹集塊岩層に分けられ

るO

従来， この地域の屑序主時代主について i .J...，昭和 9 年刀阿部顕・西田彰ーの調査によ

るものが広〈用、、られて、、た*。第 1 去に示してある主うに， この地域 JI薄別頁岩層 E

基店主 __l それを不整合におおって白井川層群がのり， この白井川層群王(工不整台関係

に天狗岳噴出物がおおっているが， さらに箆舞層群林が天狗岳噴出物の上，~整合!ご累重

ずるコ阿部・西田は白井川層群@天狗岳噴出羽および簾舞層群中の{むの i尺層玄でを西南

北存道における訓縫統に，板割;凡層工八雲統に，簾舞層主黒松内統 i二，ぞれぞ、れ対比し

J 一、- ，、 r:J 0

;c-ノコ後，昭和If.年斎藤正堆によっでこの図栢主合む広、、地域の詞査がおこなわれ策 1

表に示すようだ層序が想定されて ν 、る料キヨこれによると，訓接続に対比される地層を定

山渓屑群土呼び，下部から上喜茂別居・豊平映集塊岩層・白井川層・烏115子岳集塊岩層

および沌ゾム;尺層に分けた。主た八雲枕および民松内統に対比される地!習については，阿

部 e 西田主;三ぽ同様に考え，地層名主同じえの壬用、、ていた=

昭和 ::n 年l ftii@ 明;土定山渓附近 cつ地質調査士おこでった料**ヨその!冒序 J土前 i ごジフべた

*阿部顕@西河彰一: 前出

料 筆者ーっ百松沢層以上を策舞層群主[でいる。

ネ** 帝藤正堆: 樟市!日ヨ幅 (10 万分の 1) 北海道工業試験場未刊行

料水* 吟清明: 石狩国笠干川流域(錦橋~藤沢〕の地質北大理地修論〈手記〉

(H14G 年，昭和 ~1 年〕
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阿部・西田による対比とほぼ同 t" て、あるが3 天狗岳集塊岩層(阿部・西国は訓緯統とし

て ν る〉を黒松内統に対比 L ている。

筆者(土，以上の諸説に対 L て，第 1 表に示す層序を考え，定山渓層群を下部から白水

川層・白井川層・白井川層と同時異相の関係にある豊窃層・湯の還暦および百松還層に

分け， &III縫;統に劃比し，瀧の還暦群を下部からーの還暦・板割還暦に分け，前者を下部

八雲続に，後者を上部八重統にそれぞれ劃比した。筒浦明による帯別角諜凝灰岩層ゐ

筆者の白水川層に当るもので， この地域の新第三紀層:7)最下部を示めているこ止、二確実

で&)る。

玄た筒i甫明は，百松沢層以南別角礎読灰岩層の下位としているが筆者の調査によれば

明らかに上位になるもので，十分な資料を得ていないが，定山渓層群の上部と考えてい

る。また欝藤正雄は豊平峡集塊岩層を下部訓縫続に劃比しているが，筆者はあとからの

ベる理由によ J，明らかに黒松内統に劃比されるものと考えている。

I 定山渓層群

この地層は，火山砕屑岩を主体とするもので地域の中央部・北西部長よび、

北東部に広く発達し，次の工ろな層序を示しているO

(E 百松沢屑

ID 湯の沢層
定山渓層群 i

IE 白井川層・ C 豊羽層

LA 白水川層

A 白水川屠

図幅地域の中央部に発達し，薄日j温泉の河岸を模式地とするもので，白水

}II・小川・薄別川などの河床むよび、河岸に良好た露出を示しているO 薄別川

と小川との合流点から約 100m 上流の地点では N-S ・ 200E，薄~I]橋の下流

約 500m の地点では N60oE__N500E ・ 27°SE--40oN'V の走向・傾斜をそれ

ぞれもうているO 薄別川下流の河岸者よび同川支流北の沢の 2 地点で、，前に

のべた薄別層を不整合に者会っていることが確認された。

白水川層は下音防ユら (1") 安山岩質集塊岩層~よび、 (2) 角際凝灰岩層に分

けられるO

本 第 5 章 E 天狗岳集塊岩層を参照。
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(1) 安山岩質集塊岩層

この岩層は，定山渓層群の最下部を占めるもので，薄別温泉から薄別橋に

わたる河岸に，模式的な露出がみられる。集塊岩の礁は，主としてプロピラ

イト化作用を著しくうけた安山岩であるが，黒色粘板岩も含まれている O 基

質は，凝灰岩というよりは，むしろ熔岩である場合が多く，熔岩流として溢

流したプロピライトと同時異相の関係、にある O これについては第 8 章でのべ

る。厚さは模式地で 100 m 内外である O

岩 質: 灰緑色ないし桔緑紫色で， 熔岩のようにみえる。集塊岩の擦は径 3cm-20

cm のプロピライ化 L た輝石安山離を主とし，貰鉄鉱イと作用をうけて ν 、る。

鏡下の観察: ハイアロピリテイッグ構造が明かにのこされている。斑品科長石は，大

きさ 0.1 mm-lmm で自形を呈するが，ほとん rが絹雲母にかわっている c

輝石は全く緑泥石 I: 変って」、る。

磁鉄鉱 i二，ほ左んど・が微細な粒状を示して散在 1- ，黄鉄鉱(工 ο.3 Ill lll 内外 :I) 自形斑品状

を呈しているほか p 微粒のものが散在 L ている 2

石基 l二，微細な粒状 Jつ斜長石の問を微粒 :I) 珠璃がうめており，緑泥石や方解石の生成

が ν 、すフピる L，\.、。

基質 i二 E業主同質のもので，わずかに流理構造がみられ，斜長石の町列に方向性がある。

緑泥岩ーや方解石の生成がし、ちじる L v~，)

(2) 禄色角磯凝灰岩層

薄別川下流の河岸に模式的た発達がみられ，そとでは N40cE--N60
0
E ・

600 N'V--BooSE の走向・傾斜を示している O このほか，白水.川むよぴ小川の

河岸にも露出する O 前にのぺた集塊岩層とは漸移的な関係にあるもので，角

傑凝灰岩を主要な構成員とし，ところによっては 2m 内外の禄色凝灰岩を介

在する O 角疎は輝石安山岩を主とし，黒色'¥占板岩も少量みとめられる。)享さ

は 90 m である O

岩 質: 灰緑色な、、 L;itr 禄紫色を呈する。角礎 iよ径 O.ficm-3clll のプロピライトイじ作

用をろげた輝石安山岩を主とし，I};>量の黒色粘板岩を合み，主れに砂岩もゑる。基質

i土灰緑色の粗粒 t;;: 凝灰岩で亥ノる。

鏡下の観察: 斜長石は 0.1 IllIll-O.3mIll位ョワ不規則な砕屑片左してみられる。累帯構

浩やv...品 L たものがあって，わずかにも左心構造がうかがわれる p 輝石二全〈褐色:つ

緑泥岩。こ~ 1] , 細片主して散在して ν 、る凸惑鉄鉱 l二 0.2mm 位ノコ自形斑晶状乃もノコヵ;
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少量合玄れて、、るほか，微粒主なって，石基中に散在 L ている。

捕獲岩片J土，大部分が lcm 程度 Jつ安山岩質ノ〉もノつでゑるが，粘板岩や砂岩 .1) 11、岩片も

合玄れ， 全オL にドレライト質 Jつ岩片もみられる Q

B 白井川層

この地層は，図幅地域のほぽ中央官[jに分布し，薄別川上流では N 20
o
，V ・

lOGE，白7k川では N35°E ・ 400N'V，白井If l では N 600\V ・ 200NE の走向・

傾斜を示しているO 白 7](川中流の河j未で観察したところで、は，前にのぺた白

7k川屑と漸移関係にあるO この地層は次のような屑序を示しているO

{b2 頁岩層
(2) 砂岩・頁岩互層(

lbI 砂岩・頁岩互層

{句 石英粗面岩費集塊岩層

(1) 禄色凝灰岩層{匂 凝灰質頁岩・凝灰岩互層

la1 凝灰岩層

(1)禄色凝灰岩層

白水 Jllq吋iEの河床なよび、白升ニ川河岸に，模式的な露出がみられる。ここで

は N お°E ・ 5GOES， N500\V ・ 300KE の走向・傾斜で，禄色の中粒ないし粗

粒の凝灰岩を主要構成員とし，角機凝灰岩の薄層を介在するO

a1) 鑓茨岩層

前にのべた白水川層の角際凝灰岩層とは漸移的関係にあるもので，粗粒の

緑色凝灰岩を主要構成員としているO 下部では角球凝灰岩の薄層を介在する

が，土古[jでは凝灰質頁岩の薄屑を介在するO 厚さは，Om 内外であるO

32) 提茨質頁岩・鑓茨岩互層

店別川の 1 支流白ァ jく川の河岸，豊平 il! と薄別川との合流地点(:付近，白井川

下流の河岸に露出し，それぞれ N .35°E ・ 22°SE ， N10ー'"~K600E ・ 15°N'"

'"10e SE, N500¥V• :30つNE の走向・傾斜を示しているO 灰禄色ないし灰白

色の出賀頁岩を主要構成員とし， しばしば角際凝灰岩拾よぴ禄色凝灰岩の薄

層を介たしているO また豊平川と i寧日 lj川との合流点附近ではプロピライトの

熔岩をとも怠っているO 厚さは 150m である。プロピライトり熔岩について

は第内章でのべることにするO
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第 2 園 豊平川と蒲別川との合流黙附近の踏査圃く白井川層〉

10 20 30 門
L..ー・ー」ーーー」

凝灰質頁岩・ 2 緑色凝灰岩 3 プロピライト 4 砂磯用

岩 質: 灰緑色ないし灰白色 I)撤密な凝灰質頁岩で，きわめて堅硬なもので dl る D 白

井川河岸に露出しているものは鉱化作用をうけて灰白色となり粘土 fじが L 、ちピる L

U、。これに反して，白水川の河床に露出するもの ij:，層理がよく発達し，ときには，

帯緑禁色乃厚さ 0.，5 m~l Inの凝灰質頁岩層ある ν、は粗粒な緑色凝灰岩層を介在して

ν 、 '0 0
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鏡下の観察: ほとんど破璃と石英とから構成されて v、る。斜長石が斑晶状に少量みら

れるが， 0，5 mm 内外み破細片方:多」、凸曹長石化作用や絹雲母「と作用をいちじるしくう

けて」、るほか，緑泥石に置換されて v 、る C2 次的 I:::' 硫イヒ鉄鉱が生成されていで， 径 2

mmに達する大型のものもあるc

a3) 石英粗面岩質集塊岩層

白井 )il の支涜滝の沢・小天狗沢に良好た露出を示している O この岩層は，

前にのべた下位の凝灰質頁岩・凝灰岩互層とは漸移関係にある O この上位に

は，灰黒色の砂質頁岩・砂岩の互層がのっている。角礁は石英粗面岩が主

で，その間を同 j庄の凝灰質物質で、勝結したものであるが，ところによって，

基質にはいちじるしい差異がある。したがって，一般に岩相の水平的た変化

のはげしいものである O 厚さは 1 :2am 内外である O

岩 質: 灰白色ない L灰緑色を呈する集塊岩である。 小天狗沢では，下部 i二凝灰質集

塊岩を主主 L ， L ば L ii" 同質 J) 凝灰岩を介在 L，灰緑色のものであるが，灰白色を呈

する部分 t ::Vノるむ主た tD1 j玉沢では，灰白色を呈 L，集塊岩状 J) 角礎~灰岩といヲた外

相を示 L ，一般に岩相乃交イヒノ〉(二 lY Lv 、ものである。

般に， 1王 3cm~;;Ocm 程度の石英粗面を主と L，ほかに鼠灰岩の角磯子黒色粘板岩つ

岩片を合んて・いる D 石英粗面岩刀諜(土，暗灰色で流理構造を呈 L ，径 0.2 mlll~~ mm

の石英粒がλ られる。

鏡下の観察: 斑状構造を呈L ，斑品として石英・斜長石がみられるD 石英(む不規則

た融蝕子fJ ?~示L ，気泡状み包裏物を合λ で ν る c 科長石[二，拍子木状心形?と示L 中性

長石でし、L 曹灰長石み成分で，累市博活力、、ち[、、るしく発達L ，結品の周縁部、l二粘土

鉱物iこ交ヲているc よそ刀ほか一部でに方解石ノコ生成もみられる。

石基i 二， l'市理構造を鮮明に示L ，分月平方、、もじ、るしν 、。

(2) 砂岩・頁岩互層

白井川支流の淀の沢下流に模式的危発達がみられるが，この両地区では，

:N ·WOE ・ 20 0NE の走向・傾斜を示している。この地層の下部では頁岩・砂

岩の互層が卓 l泣 L，上部では砂質頁岩層である O 下位の石英粗 IDi 岩質集塊岩

層の上位に，整合にのわ上方は黒松内期の輝石安山岩の俳岩流に不整合に

告企われている。

h1) 酪岩・頁岩主層

朝日日西宮;の小沢たどに模式的た露出がみられるC ここでは N600E ・ 10°

N\V の走向・傾斜を示している。下位冒との関係は，前にのべた禄色凝灰岩

一日一



の上部を占める石英粗面岩質集塊岩ないし同質角際凝灰岩のと位にのり‘

漸移関係にあるo I斬移部では珪質頁岩と凝灰岩が互屑し，上部ではしだい

に灰黒色頁岩と緑色ないし灰色砂岩との互層に移り変る。厚さは 80m であ

るO

岩 質: 珪質頁岩i 工， 1炎青灰色だいし決掲灰色の掻密堅硬な岩石で，層理が明瞭であ

屯〉。

灰黒色頁岩は，一般に黒色の轍密なも乃で， しばしば 1m 内外乃緑色凝灰岩刀汚層を

介在している。

砂岩i 之， l炎禄色だいし灰色を呈 L ，頁岩主互層している。

鉱下ノコ観察による主，粘土物質。中に微細な石英粒ゃ磁鉄鉱を合み， きわめて績細た

棋維状の i炎禄色の鉱物が不規則に排列 L て ν 、るのがみられる。

b;J)頁岩層

この地層の分布は，前にのべた砂岩・頁岩互層と同じで，その上位に整合

にのっている。

頁岩~よび、砂質頁岩を主要構成員とし，まれに緑色凝灰岩や角際凝灰岩の

薄層を介注しているO 岩質は，黒色たいし灰黒色の徴密堅硬岩で、，前にのぺ

た鏡下の観察による砂岩・頁岩互層中の黒色頁岩とほぼ同じであるO 厚さは

GOm である O
当事

C 豊羽屠

この地層は，図隔地域の西北部に分布するもので，模式地は豊羽鉱山府近

である O ここでは大きくみて N 30o,V • ~wcSE__75°NE の走向・傾斜を示す

が，一段に走向・傾斜。変化がはげしい。白井川層との直按の閣係は，野外

で観察できないので，不明で、あるが，岩相の点から判断すると，同時異相の

関係、にあるのではないかと考えているO しかし白井川層と豊羽層との関係の

究明は，今後に残された問題として提起してむく。

豊羽!宵は次のような屑序を示す。

*従ぺ15，渡辺式男によって畳羽緑色読灰岩層主呼ばt~ ， ざた藤京哲夫によって豊羽得:色

in灰~累層と呼ばれているものである。

渡辺武男: 前出

藤原iff 夫: 前出
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(b3) 緑色凝灰岩層

(3) 禄色凝灰岩層 ~b2) 暗灰色凝灰質砂岩

lbI) 凝灰質頁岩層

fa2) 禄色砂岩層

(2) 牒岩・砂岩互層 i 一 一一←一一一lal) 際岩層

(1) 黒色頁岩層

第 3 園 白井川上流踏査園〔長門沢主刀合流点から約 300111 下流〉

E21
2

4

/5

タ}6
。 50門

1 プロピライト 2 緑色砂岩 3 tr柴 岩

4 黒色頁岩・マンガン j了解石 Ij辰く長 [j']鑓〉

5 走向 e 傾斜 (j断 層
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(1)黒色頁岩層

露出地点は，白井川の上流で，長門沢の分岐点から約 100 ill 下った附近に

露出している O ここでは N80ー 'V ・ 25° S の走向・傾斜を示している O 下位膚

との関係は全く不明で、，この地層の上位には際岩層が漸移関係でのってい

るO 岩質は，凝灰質の黒色ないし灰黒色の徴密堅使岩で，前にのぺた白井川

層中のものとくらべて，特べつの差異はみられない。

(2) 機岩・砂岩互!苦

露出地域は，前にのぺた(1)黒色頁岩層と同じで，黒色頁岩の上位に漸移

関係にのっている O この地層の上位層との閣僚:は不明である。厚さは 60m 内

タトである O

a1) 輔岩層

前にのべたように，黒色頁岩層の上位に整合にのっている。上部は禄色砂

岩と互層するが，次第に緑色砂岩層に漸移する O 礁は，径 2 cm--15cm の円

燥を主とし，まれに亜角際もみられる O プロピライトの燥が主で，ほかには，

石英粗回岩・珪化した凝灰岩・黒色頁岩などの燥がみられる O 基質は，暗緑

色の中粒ないし粗粒砂岩である O

岩 質: 黒色頁岩と j斬移する部分;工，径 0.5 crn-~ cm:/コ円礁を主主 L ，灰黒色心砂質

頁岩がその間を埋めている D これに反して上部では，暗禄色;つ中粒~粗粒砂岩を基質

主 L，諜も大きくなって，径 5 cm-ISCrn に達ずるものを主主するようにたる D この

際岩‘し貰鉄鉱化作用をうけている。

a~) 緑色砂岩層

際岩の上に漸移関係、をもってのってくる O 走向・傾斜は， N40 0,V--N80ー

,v.:?OcS'V--25°8 である O 際岩から漸移する部分は次第に機質砂岩にかわ

り， しばしば礁岩の薄層を介在しているが，ついに凝灰質の中粒~粗粒砂岩

にかわる O

岩 質: 緑色から灰禄色を呈する中粒~粗粒刀凝灰質砂岩でゑる c たお， ~葉質の部分

i ニ lcrn 以下心撲を多量に合三人 3 その聞を凝灰質の粗粒砂で腹惜している D

(3) 緑色凝灰岩層

模式地は豊羽鉱山芝山間近で、，白井川の河岸や大江沢の河岸に，良好な露
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出がみられる。一般的にみて，下部には灰色~晴灰色の凝灰質砂岩，中部に

は緑色凝灰岩むよび、法質頁岩，上部には禄色凝灰岩と角際凝灰岩が発達して

いるO 白井川と大江沢との合流点附近では N 100\V ・ 25°，"V，白井川と胡説沢

との合流点附近では N100E--N70
0
E ・ 13°N\V'"15°N ，大江沢で、は N 100'¥V

--N20 0\V ・ 35°E_75°E の走向・傾斜を，それぞれ示している。

前にのぺた傑岩・砂岩互層との直誌の関係は，野外では観察できなかった

ので明らかでないが，一店この地!冒が，上位にのるものと考えている。しか

しこれについては，今後，さらに検討を要するものであることをつけくわえ

て訟く。た者，この地層をゐ沿って，熔岩流として溢流したプロピライトが

発達している。

bI) 鑓友質i'，t岩層

この地層は，野外ではよくわからないが，豊羽鉱山の -90m むよび -120

m 坑道でよく観察される。坑内では，この地層の下部に黒色。頁岩が発達し

ている。走向・傾斜は， N10 0 E ",.K 600E ・ 20°\1''"13°NW である。厚さは

明らかで危いが， 50III 以上ある。

岩 質: 暗灰色を呈する中粒の凝灰質砂岩で， ~mlll~3mm わきわめて薄い黒色頁岩

質ノ J宍以 E無数に合以，一見して炭質拘 I:::. 主んで v 、るようにみえる。上部;おやや帯

紋灰色の粗粒な凝灰質砂岩にかわる。

b~) 頁岩層

模式的な諒出は，大江沢左投沢の tまか，豊羽鉱山の -60m 坑道内でみら

れる O ここで、は， N500E ・ 500SE--700SE ， N400E ・ 28°N\V の走向・傾斜を

それぞれノ示している。前にのぺた，凝灰質砂岩層。上位にのってくるもので，

この地層の下部では珪質頁岩，上部では凝灰岩むよび、!有機凝灰岩が発達して

いる。左希， この角普段凝灰岩中にはプロピライトのtt、岩流が介在している。

角関i凝灰岩層拾よび、凝灰岩層………………………… 180m 土

砂質頁岩層…………………………………………………35m 土

珪質頁岩層…………………………………………………20m±

岩質; 珪質頁岩{二，灰青色~淡緑色を呈 L ，級密堅硬な珪岩質 Jつものである。

鏡下 I，観察で;二，微粒。石英を主主して， これに多量ノコ禄泥石をともだったも二つであ
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"
も》。

砂質頁岩iU 暗灰色な ν 、し緑色を呈 L ，細粒ノコ緑色砂岩が 20 em~30ernJ) 湾問主なヲ

て介在して v 、る。こみ緑色砂岩 iむされめて珪覧会ノコもので，灰緑色 J) 珪質岩片三多量

に合んで)、る。

凝灰岩および角喋読灰岩 i .J...，灰禄色た ν し灰青色を呈する口角礁の大部分 Jよ緑色凝灰

岩で，緑色砂岩 e 黒色頁岩・珪質岩および砂質頁岩などの岩片を合んて・いる。 凝灰岩

主鏡下て観察すれば，大部分琉璃からなり，そのなかに，微細な石英破片が散在 L ，

緑泥石が生成されて)、る c

bs ) 緑色韓友岩層

豊羽鉱山と胡桃沢との間の白井川河岸むよび胡 tJt 沢下流の河床に枝-式的た

発達を示し，このほか豊羽鉱山の --20 m ",, -60 m の斜坑内でも観察されるO

白井)r1 の河岸では，:N100E--N75°E ・ 13°'V --15°N ，胡桃沢下流では， X200E

""N300'V.300'V--20 0NE の走向・傾斜をそれぞれ示している O 坑内むよび

野外の観察では，ともに，前にのべた b2 ) 頁岩層の上に漸移関係をもっての

っている O この地層は，下部では砂岩・凝灰岩の互層を主とし，上部では凝灰

岩むよび角際凝灰岩が発達し，熔岩流としてプロピライトをとも怠っている。

凝灰岩層沿よび、角磯凝灰岩層………………………… 120m 土

砂質頁岩膚………………………………………………… 25m 土

凝灰岩・砂岩互層………………………………………… 20m 士

岩 質: 砂岩 lh 暗灰色から帯緑灰色を呈L，中粒~細粒刀凝灰質のものて・ある" r;jI

質買岩(土，晴灰色;<1: v 、し灰白色ル轍密な岩石で，層理が明瞭に発注している。凝灰岩

i土灰緑色な u 、 L緑色を呈 L細粒~粗粒から角傑質に漸移する D 角礎ーは，緑色凝灰岩が

大部乞しめ，珪質頁岩・黒色頁岩ー緑色砂岩・石英粗面岩およびプロピライトカ rが

合まれて v 、る。

D 湯の還暦

この地層は，図幅地域の西部に分布するもので，模式地は白井川の支流，

湯の沢の河岸で、あるが， このほか，滝の沢上流・胡桃沢上流・白井Jrrと右投

川とにはさまれた山地，百松沢中流むよび美比内山南方のベーベナイ川支流

の上流にも分布している O 基底に探岩をともなって，プロピライトの上位に

のってくるもので，その基底際岩は，プロピライト・緑色凝灰岩・石英粗面

岩・緑色砂岩などの円燥をもっている O したがって，プロピライトとの関係
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を野外で、直接観察する亡とはでき

ないが，不整合関係にあるのでは

ないかと，考えられるけれども，

今後の問題としてのこして暑く。

また，この地層の上位には，大江

沢集塊岩層がのっているが， これ

との直接の関係も観察することが

できなかった。しかし，集塊岩の

岩質から判断すると，あきらかに

西南北海道に広く発達している黒

松内統に属するもので， この地域

の東北部で観察された事項一一一湯

の濯層の上位と考えている，吉松

還暦および八雲統下部と考えてい

るーの還暦を不整合をもっτおお

っている一一ーからみて，不整合関

係にあると考えて，問題はないo

j坊の沢層は，次のようた層序を

示す。

(3) 凝灰質頁岩・凝灰岩互層

(2) 緑色凝灰岩層

(1) 際岩・砂岩互層

(a2)緑色砂岩層

al)牒岩層

(1) 際岩・砂岩互層

模式地は， i誌の沢中消の河岸で、

あるが， このほか，滝の沢~よび

白井Ji l と右投川とに夫まれた山地

第 4 圃 白井川支流湯の還踏査固

四

回

日

ロ

図

。 W~ 20C 却日~

1 プロピライト 2 礎岩層 u 砂岩層

4 緑色 i民灰岩層 5 凝灰質頁岩 e砂岩互層
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にも分布している。これらの地区では， N800
'V ・ 15

0 N--N250
'"·500 S\V,

N300¥V• 100 S''', N50°'" ・ 5
0
S'" の走向・傾斜を，それぞれ示している。

厚さは 70m 内外であるO

al) 醸岩層

湯の沢層の最下部をしめているもので，湯の沢と坊の沢右投沢との分岐点

的近に模式的た露出がみられるO この際岩層に介在する砂岩の薄層からみる

と，この附近では N700
¥".100N ないしN25ー¥V.500S'"(f) 走向・傾斜である。

との際岩層の土部では砂岩とひんぱんに互層し，ついに砂岩層に漸移する。

岩質: 桔緑掲色~灰綜色を呈し，軟質である。礁は 0.5 cm-5cm のプロピライトヵ:

主であるが，緑色凝灰岩・緑色砂岩・石英粗面岩などもある。

基質 i二，;:許宗 7高色の凝灰質物質で，上部では灰緑色左たり軟質で方〉る。主たこの中に

は，炭質物や植物。破片を含んで Iρ る D

た:t'，豊羽層中の磯岩層とこの際岩層とを比較すれば次表のようである。

豊羽層中の楳岩と湯の浬層中の様岩との比較表

じ
一
山
石

湯の沢層中の礎岩 l
石|な し :植物破片
山匹 I

57 l プロピライト・石英粗面岩・黒|プロピライト・石英粗面岩・緑 l

璽 ;色頁岩・珪化岩 |色砂岩・凝灰質砂岩 l
::.l:l.-l

基 下部(土，灰黒色砂質頁岩で，上[中粒~粗粒な凝灰質砂岩〈下部

部でに粗粒た灰緑色砂岩，さわ l では帝緑禍色，上部では灰緑色〉

めて竪硬 D 黄鉄鉱化作用をうけ j きわめて粗転。軟質 c 炭質物を

ている。 I 多く合む口

畳羽層中の磯岩

a :,l) 緑色砂岩層

湯の沢を約 4km 遡った河岸に，模式的な露出がみられる。ここでは N80ー

,V--N600 E , 15ーN--lO OSE の走向・傾斜を示している。前にのぺた際岩層と

は漸移関係にある O 緑色砂岩を主とし，しばしば機岩の薄層を介在している。

岩 質: 灰緑色の中粒~粗粒の凝灰質砂岩である D 下部 1::(1 ， 磯岩を 1m-3m の薄

層正して介在しづ上部には，しばし ば凝灰質頁岩を 10 cm-20cm コ薄層と Lて爽んで

いる。また， ミーっ砂岩中には炭質物が多くふくまれ，植物化石もみられたが，保存が

わる ν 、。白井 JII 河岸では 2cm-3cm のきわめて薄 v 、石炭の爽みを含んでいるが，こ刀
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部分で t工緑色よりはむしろ，暗灰色な ν 、し暗灰禄色を呈している。

(2) 緑色凝灰岩層

湯の沢を約 5km 遡った河岸に，模式的な露出がみられる O このほか滝の

沢上流，首 j桃沢上流，白井川と胡桃沢との合流点より約 300m 下流の河岸な

どに露出している。模式地では N300E ・ lOOSE ，誌の沢では N600¥V• 15ー

S\V ，胡桃沢上流では K30oE--N30 0\V ・ 30 0S\V --12°N\V ，白井川では N70°

¥V• lO
o
NW の走向・傾斜をそれぞれ示しているO この地層の上位には， i斬移

関係に頁岩・砂岩の互屑がのっているO 厚さは 100m である ο

岩質: 凝灰岩;工 ， iた?茶色を呈し設予?均質である q

鏡下の観察: 大部分無色せいし淡禄色乃琉璃よりなり，石英つ細片が散在する。こ乃

ほか，黒雲母・輝石・緑泥石'1-; !:"もみられる。

(3) 凝灰宵頁岩・凝り:質砂岩互腎

;易の沢上流の河岸沿よび河床に，模式的な露出を示す。ここでは N 35°\V ・

30 0KE の走向・傾斜である。下部から凝灰質砂岩むよび、凝灰質頁岩より構成

されてわり， この上古川亡石英安山岩の熔岩流が発達している。これについて

は第良章でのべるととにする。厚さは， 60m 以上である。なゐ，との地屑(凝

灰質砂岩 1 から次のような化石が採集された。

訪の沢上流 L白井川との合流点上り約 4.5km 遡った地点、)

Pecten 仰γ. kim'u1 ・αi YOK.

Veneric αγ di αsp.

岩 質: 砂岩 i二灰続青色た、、 L青灰色を呈する，細粒~中粒の凝灰質ノコもので，主れ

に， i;，c理構造 J二明日台土石英 UTIli岩崎ノコ円 E壊を含んで v 、る。 このほか，炭質物を多く合む口

頁守二，灰白色たい L青灰色を呈 L ，層理が発達しているも乃で，}実質物にとんで w 、る。

E 百松還暦

小骨内 ifl 河岸・白井川と豊平川合流点附近の河岸，なよび、百松沢上流の河

床などに露出がみられる。この地屑の下部は，石英安山岩質集塊岩層を主と

し，上部では砂岩・頁岩の互屑が発達し，両者の聞は， 7新移関係にある O 石

英安山岩賀;渠 !jl 層は‘この地区に発達する石英安山岩と同時異相の関係にあ

るらしい。
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次の観察できるところがないので明らかでないが，渇の沢層との関係は，

いち拾う場の沢層の上部と考えてゐく。主として岩質の点から，ような，

この地層と同時具相と考えられるようた石英安山岩が，渇の沢周の上
\
3
ノ
J

4
・
・
・

/
'
t
¥

官 ~ に も 発 達 し て い るO

集 塊 岩 の 際 は プ ロ ピ ラ イ ト 化 し ? と 石 英 安 山 岩 を 主 と す る 。(2)

上部の砂岩・頁岩層は灰緑色たいし灰色を呈し，石英粗面[岩質ないし(3)

石英安山岩質である O

これにういては今後の問題として提起して者く。

この地層は，第 2 表に示しであるように北海道新生界対比試案によれば，下部訓縫坑に

対比されて v 、る。また，渡辺武男によれば，福山統に対比されて豊羽層と l司」層準左考

えられて u、る*口しかしながら筆者は，前にのべたよろな理由から定山渓層群刀上部主考

えて ν 、る。

しかし，

表2第

者 (l~)i;~年〕筆ccc林く1$)49 年〉渡辺武男 (1943 年〕

層
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〆
t

t、

豊平川と白井川とが合流する錦橋附近の河岸拾よび百松沢上流の河岸に模

式的主主露出がみられる O 錦橋::付近の河岸では N :30 cE ・ IG 唱E の走向・傾斜

渡辺武男: 前出

日本地亘学会新生界対比委員会札幌支部:北海道新生界対比試案(1 04\) 年，昭和 24

年〉
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を示している。この地層の下限は不明であるが，上部はあとからのぺる砂岩・

頁岩の互層に漸移する。厚さは不明で、あるが 80m 以上はあるO

岩 質: ~('IlI ~10crn 大乃石英安山岩の礎刀聞を，同源の凝灰質物質で謬結した暗青

灰色ノム集塊岩である。ところによっては，集塊1容岩ノコ場合もある。石英安山岩礁 i工，

暗灰青色主呈し級慌で，石英ーつ斑晶が肉眼でみ、られる。

鏡下の観察: 斜長石は 0.2 IlIIl1~l D1m 心拍子木状ないし半白形を呈 L ，累帯構造がみ

られる。絹雲母 1t作用をうけて，絹雲母にかわっているも乃が多v 、。主主た方解石も生

成されて」、る D 輝石山，会〈緑泥石にかわって v 、る。

.(2) 砂岩・頁岩互層

錦橋治近の豊平川河岸・小常川河岸むよび、百松沢上流に露出がある O 錦橋

では， N200E ・:Z .5°SE ，小博 f人]i可岸では， NlOo'V ・ 16°E の走向・傾斜をそ

れぞれ示している。前にのぺた石英安山岩質集塊岩層の上にi斬移関係、にのっ

ている ο また， この地!苦の上位には，天fliJ岳集塊岩層〔ここでは神威岳集f鬼

岩層〕がのり，不整合関係にあるO 下部は石英安山岩質集塊岩より漸移して

砂岩を主とし，上部には頁岩が発達している。厚さは 60m 以上はあるつ

岩 質， 砂岩 i二，灰禄色ないし暗灰色を呈 L，中粒~粗粒乃凝灰質 Jつも乃でゑる。主

きどき石英安山岩の礎「径 ;j em 内外〉主合んで v' ~ 0 頁岩;之，灰色~暗灰色を呈 1_ ，

i疑灰質で，石英粒 iごとむろ cm 内外 ;J) 灰禄色砂岩，つ薄屑をしばしば介在する。

なゐ， この地層から次のような化石を採集した。
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nt竜の沢層群

この地問は，水~砕店、岩を主体とするもので，地域の東北部に広く発達し，

次のような屑序を示している。

j(2) 硬質頁岩層

J_~_tN~ljt ー1一一一一二二0) 硯 岩互屑

i f2) 砂岩静
A ーの沢腎 i 一一一一一一一一一一lO) 凝灰質頁岩・氾岩互層

A ーの還暦

~ 25-



地域の北東部に分布するもので，模式地は，ーの沢治よび滝の沢であるO

この地層の一般走向と傾斜とは， N 300E ・ 22°SE であるO 下位層との関係は，

観察できるところがないので明らかでたいが，ーの沢で，ーの沢層の中に石

英斑岩の礁を合んでいることと，岩石の構成物質の中に石英斑岩より供給さ

れたような斑品鉱物が多く含まれていることから，下位層である定山渓層群

とは，不整合関係、にあるのでは紅いかと考えているO また，上位は，天狗岳

集塊岩層によって不整合にjなわれているのを，木挽沢下流の支流沿よび，錦

橘南の沢で、確認できた。

この地層の層準主時代とについては，昭和 9 年の阿部顕・西国彰ーの調査に基〈ものが

用 v 、られていることは， この章のはじめにのべた。彼等は， この地層をーの沢層主流の

沢層とに分け，西南北海道における上部訓縫続 Ie対比している。

また昭和 16 年，斎藤正雄は，同じ地層を流;7)1.尺と呼てr ， 昭和 21 年筒前明 l土阿部・西国

主同ピ名称を用いて，それぞれ上部訓接続に対比している D

ぞの後，昭和 24 年，北海道新生界対比試案によれば，ーに沢層の名称を用いて上部訓捨

統に対比して ν 、る己

主j、上の説に対して，筆者は必ず、しも反対ではないが，筆者のーの沢層 i""'" 硬質頁岩を主

体とする板割沢層よりも，はるかに下位にあり，厚さにして 27jOm も下方に位するもの

であるが， そこかち CalyptogenαρacijicαDall. を採集していることは注意を要するD

本穫は北海道では大立目博士により望来層〈石狩〉より記載されて u 、るものである D し

たがってこの地層は訓縫統の一部とみるよりは，八重統(麗義〉にふくまれることもあ

りうると考えられるのであるD

(1)凝灰質頁岩・泥岩五!菖

ーの沢の河岸， {竜の沢上・中流の河岸ないし河床など模式的た露出がみら

れる。このほか砥石沢・百松沢下流にも露出しているO ーの択では:K BooE ・

l5°SE , {竜の沢では N300E ・ 200SE の走向・傾斜をそれぞれ示しているO

この地層は，天狗岳集塊岩層に不整合にま)~なわれているが，下位の百松沢

層との関係は，断層で接しているほかは不明で、あるO 岩相は，下部では凝灰

質頁岩・砂岩の五層であれ上部では泥岩が発達しているO 厚さは 200m で

あるO た命この地層からは， CalyptogenαpαcificαDalL などを採集した。

岩 質: 頁岩は，暗灰色な u、し灰色を呈する読灰質の軟質岩で，石灰質団塊を合λノで

いる D こみ団塊JUむ大きなものでに径 1m に達するものもある D 砂岩は，暗灰色を
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呈する f十1粒~粗粒 Jコ軟質岩で，植物破片を多数合んでいる D

(2) 砂岩層

涜の沢下流の河岸ないし河床に模式的な露出がみられるO ここでは，:N 10ー

E--N100'V• lOGE の走向・傾斜を示しているO 前にのべた，下位の凝灰質

頁岩・泥岩互層から漸移するもので，砂岩者よび泥岩が主構成員であるが，と

ころによりて，砂岩は操岩にかわる土号合もあるO 厚さは 180m であるO な

;;]:2，この地置からは若干の化石を採集したが鑑定にたえないもので、あοた。

岩 質: 砂岩i二，灰色な ν 、 L灰緑色を呈 L，石英粒にとむ中粒~粗粒のものと，暗緑

色凝灰質ノ/中粒~粗粒わものの， 2 つがある。前者以下部 l訂後者は上部!こ発達して

L ‘;.;己

泥岩(土，青灰色のもので，介殻 Jコ破片や炭質物に左 J;.. ， 石灰団塊を合んで v 、る口団塊

の大きなものに，長径 ~m に遣する。主たこの中に介化石を合む。

B 板割還暦

地域の東北部一一豊平川南方の淀の沢とみすまい川とにはさまれた， 300 凶

内外の丘|要性山地一一ーに令布し，盤の沢の下流と板割沢とに模式的た露出が

みられる。との地層は，盤の沢の下流では:N 200，V ・ 200NE (図幅外にあた

るみすまい川河岸では N300E ・ 12°NE') の走向・傾斜を示し，前にのぺたタ

下位のーの沢層から漸!?多するもので，黒松内期の普通輝石緊詐輝石安山岩熔

岩・札幌日基底溶岩たどの新期火山岩治上び、岩肩、に;t-:Jなわれている O

(1)硬質頁岩・砂岩互a屑

涜の沢下流むよび板割沢と中の沢との間にある定山渓鉄道の切割に，模式

的な露出がみられ，そこでは N 200NE ・ 200\V ， NlOO¥V--N200\V ・ 100E-

5°S\\アの走向・傾斜を示しているO 硬質砂岩と硬貨頁岩とからなれ眉理が，

きわめてよくみら ~l るのが午子ちょうであるO 厚さは 150 ~n・である O な;t-， と

の地層の頁岩中から，若干の化石を採集したが保存不良で、鐙定にたえたいも

のであった。

岩質: 硬質頁岩lむ暗灰色を呈する紙官。竪硬な泥質のものである。一般 I::: ， 20em

~40 e:n 乃厚さで，砂岩正正層している口砂岩ーは，暗灰青色を呈する中粒~粗粒みき

わめて硬質なもので，厚さは 20 cm~100 em である。こりを b岩(二， 左ころによヲて 3

em~5 em .l)浮石質ノ三擦を合んで ν 、る。また，層理面 i こ J引ま直角なクラザクが発達して
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いて，風化面では一見，礁岩のような感じをあたえている。

(2) 硬貨頁岩層

板割沢の上流に模式的な露出があり， そこでは N15°E ・ 20 0S\V の走向・

傾斜を示している O 頁岩を主体とし，砂質頁岩をまじえている O 厚さは 120

m 以上である O な者， この頁岩中から次のような若干の化石を採集し?と。

1'fuculanapernul α(Mulkr)

.D ent αlium sp.

岩 質: 暗灰色たい L灰色を呈 L，泥質である 9 きわめて堅硬で，層理が明瞭だのが

特ちょうである。

田 天狗岳集塊岩層

天1' flJ !T-;·集塊岩層は，小博内川と百松沢とに宍まれた地域・小天狗岳附近・

札幌岳と豊平川とに宍まれた地域・札幌岳西方の豊平峡から薄別川上流にわ

たる地域・豊平川支流の ~iR 入沢松よび、長尾山北部の地域などに分布してい

るO この集塊岩層は，前にのべた定山渓層群訟よび滝の沢層群を，明らかに

不整合に者拾い，東部地域では札幌民基底熔岩・札幌岩熔岩，西部地域では

無意根山基底熔岩など，い宇、れも新期火山岩類によって治拾われている O

この地域の集塊岩の発達のようすには，野外の観察では次の 3 つの場合が

みとめられた。

(1) 集塊岩層が直定下位層の定山渓層群または， ~竜の沢層群をな拾ってい

る場合。

(2) 集塊岩層の下部に安山岩の熔岩流をともない，その安山岩から i斬移し

ている場合 0 ・

(3) 集塊岩層の下部に凝灰質砂岩をともない，これより漸移している場

合O

以下に，発達する地域によって，それぞれ神威民塊岩層・豊平!峡集塊岩層・

大江沢集塊岩層と呼ぴ，説明を加える O これらの集塊岩屑相互の関係は，野

外では全く観察できないが，岩質や発達のようすから，同じ地質時 f-tの火山
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第 5 国集塊岩の下部が安山岩熔岩である露出

〈錦橋より約 300 III 下流の豊平川河岸〉

。

..A: 神威岳集塊岩 B: 普通輝石紫蘇輝石安山岩

両者斬移 11§イポにある。

;再開Jによる所主で，百南北海道の黒松内祝に対上とされるものと考えている O

したがって，記述する順序は，噴出の前後を示すものでな川。

この地域，つ集塊岩層刀屑Ff;主時代については，前にかかげた第 1 表に示 L たょっに，昭

和](;年斎藤正堆によって想定されている九彼 i心豊平~真集塊岩層を定山沼南群ーワ下部

主'-~ ，筆者が村長:岳集塊岩月号主した応帽子岳集塊岩層を同居群/)上部正して，西南北海

道、コヨ II捻殺に対比している a

これに対 L て，筆者ーは，両者を定山渓層群一割!縫統ーの r!J に合める根拠;二全然いとめら

れず，ヲぎの理由から，黒松内統 iこ対比されるもの王考えて v 、る。

(1) この集塊岩層は，下位の定山渓層群および瀧の濯層群を不整合におおっている口

(2) この集塊岩層中に含まれている礁には，プロピライト・緑色聾放岩・鰻色砂岩・

石英組菌岩@鑓友質頁岩。泥岩などの，明らかに，下位の定山漢層群または瀧の濯

層群から供給された礁を含んでいる。

(3) 岩質は，普逼輝石紫蘇輝石安山岩質のもので，西南部北海道にみられる，黒松内

続のものと金くおなじであるつ

さらに，斎藤正堆7)烏帽子岳集塊岩層主 L ているもの:~ I T立にのべた，筆者。百松沢屑

の中に合 z れて

*斎藤正雄: 前出
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塊岩層は普通輝石紫蘇輝石安山質で，筆者の百松沢層の下部乏しめる集塊岩層は石英安

山岩質である c 両者の問は明らかに不整合関係にあり，前者(二葉、松内統I~，後者に訓捷

統に対比されるものである。

A 神威岳集塊岩層

図幅外にある神威岳と豊平川とに夫まれた山地・夕日岳を合むーの沢の流

域・小薄内川西側!の小天狗岳たどに模式的な発達が示されているO 小樽内川

支流の木競沢・錦橋間近で、は，下部に紫蘇輝石普通輝石安山岩熔岩を，錦橋

から約 400m 下流の豊平川の河岸老よび、その支流ーの沢中流で、は，陪禄灰色

の凝灰質砂岩をともない，それぞれ，集塊岩層に漸移しているO 木悦沢では

石英斑岩を不整合にオ号沿い，ーの沢ではーの沢層を不整合にむ沿うているO

た;t-，この集塊岩層の上部には，暗禄灰色の砂岩を宍むととがあり，黄金渇

の豊平Jil対岸でみられた。集塊岩層の下部に発達する熔岩については第 7 章

者よび第 8 章でのぺるO

31) 鑓茨質砂岩層

集塊岩層の下部をしめるもので，錦橋とーの沢の問の豊平川河岸ゐよび，

ーの沢中流の河岸で、みられる O この両地点では， N18°E ・ 15°SE ， N45ーE•

14°SE の走向・傾斜を示しているO 日昔緑色たいし暗禄灰色の粗粒在凝灰質砂

岩を主とし， 0.5111--1m の安山岩質集塊岩の薄層と瀕繁に互層しながら，集

塊岩屑に lJ間移している。厚さは錦橋下流で、 15m 内外，ーの沢中流では 6m

内外である。

3;J) 紫蘇輝右普逼輝石安山質集塊岩層

錦橋とーの沢の問の豊平川河岸・ノ j、常内川の河岸沿よび錦橋とーの沢の間

の定山渓鉄道の切割に模式的に露出している O 集塊岩の礁は，晴灰色ないし

暗禄灰色の径 1 cm ,...,.,20 em の紫蘇輝石普通輝石安山岩磁を主とし，ほかにプ

ロピライト・石英克岩・石英粗面岩・禄色凝灰岩・緑色砂岩・凝灰質頁岩・

花白岩・閃禄岩・輝禄岩むよび、ホノレンフエノレスなどの献も合んでいる O とく

に百松沢では石英斑岩の燥を多く合んでいる O 基貨は凝灰質物質によって謬

結されているが，集塊熔岩のところもみられる O 一般に岩相の水平的変化の
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はげしいのが特ちょうであるO

岩質: 安山岩礁Jむ暗黒灰色ノJ粗粒な岩石で，肉眼で少量乙l斑品がみられる凸

斑品: 新長石>普通埠石>紫蘇輝石

石基: 政璃・斜長石・輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリテイザグ構造主もち?一部にはその政璃質乃部分に流理構

造を鮮明に;Y， ;ノオっしているものがある己斑品 e 斜長石、三自形む呈 L ，果帯構造元入、ち

じる LU 中性長石附迂ノコ st分である。ぎた輝石ゐ包裏物を多くもち，内部から禍色

緑泥石にかわりで L 、る c 輝石(二普通輝石および紫蘇輝石の両樺石とも融蝕されて，新

鮮力も jノは少なく結(尼石也 L ，磁鉄鉱を包裏している。紫蘇輝石は多色 i主主:殆んど示

~φ〉

亡'd- V 、 D

石基:二，楊色ジンアイ状物質主多量 Jこもヲ致璃を主主 L ，斜長石の小さな柱状結晶を

少量合んでいる。

B 豊平峡集塊岩麿

図幅地域の中央部，豊平岐に模式的危発達を示すもので.豊平川とカ、、マの

沢との合流点?付近・空;ヨ入沢中流・定山渓より喜茂別町に通示、る国道に沿う

標高市9m~付近・薄引j川中流など，広い地域に亘って令布しているO 模式地

豊平 ;124とで、は， この集塊岩の下古じには，熔岩流として溢流し?と黒松内野!の活動

と考えている普通輝石紫詐輝石安山岩が発達しているが，豊平峡から下流の

地公では，白井川層の禄色凝灰岩層や，それを貫ぬいて発達する石英斑岩

を，また空沼入沢ではプロピライトを不整合に金台い，狭薄山熔岩・札幌岳

基底溶岩・札幌岳溶岩などの新期火山岩類によって会jなわれている。

集塊岩のは，暗灰色，多孔貰た粗粒の普通輝石紫蘇精石安山岩際を主体

とし，ほかに石英斑岩・石英粗illf岩・石英安山岩たどの様を合んでいるc 基

質は，暗灰色ないし晴天黄色を呈し，豊平峡(;付近では凝灰岩というよりは，

熔岩である均台が多く，これに「乏して炭酸水鉱泉上り市部では凝灰岩で，際

も明らかに号、役作用をうけてむり， とこ乙によずつては走向・傾斜が:則定でき

るO カ、マの沢と豊平川合流点より下流灼 200 IIIis付近では N (30 0E ・ lOOSE ，河

合流点より七五約 500111 の森林軌道の切割では N300E ・ 2t"5 °SE の 7ji 礼・日

斜を示す。したがづて岩相のァ J( 平的変化がはげしい。

岩 質: 磯 h 汁官灰三:色粗粒多孔質な岩石で， f宍§~で斜長石ノミ斑品が少量みら〆いる己

由晶: 到長石〉苦;Ifl輝石=紫椋輝石
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右基: 波璃・科長石・輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリテイザク構造を呈 L，流理構造を鮮明にホらオっしている D

~1長石曹灰長石附近乃成分で， 自形を呈するが，破日らされた形を示すものが多 'y.... 。

累帯構造力、、ちじるしく，輝石を包裏 L て〉、る D 紫蘇輝石;土自形を呈 L ，つぎ':I) つよ

い多色性を示すo X ， y= 淡禄色， z=決1~緑色=

石基 Iむ，，!~色乃ジシアイ J氏物質を多量に t つ球璃で，微細た針状ノ) ;j?f長石主輝石顎を

も少量合んでいる。

C 犬江濯集塊岩層

図隔地花の北西部に発達するもので，大江沢左投上流なよぴ;売の沢右投上

流に兵/汗な浮出がみられる。との地域では，前にのぺた豊羽屑や(号の沢屑を

不整合l亡命拾っているらしい。

集j定岩の際は，径.'3 em ......, 20 em の普通輝石紫蘇輝石安山岩離を主とし，石

英安山岩・プロピライトなどの際も合んでいる O 基質は同 j原の粗粒な凝灰質

物質である O

岩 質: 喋i 三， ;*~色級官な科長石斑品がみられる攻璃質普通輝石紫諒埠石安山岩であ

屯主。

斑品~i1長石〉紫蘇揮石>普通輝石

右基: 政府，科長石，輝石，磁鉄鉱

鏡下の観察: ややコ多斑品質々岩石である o ;f'1長石 i二，拍子木状主たは柱状.つ形を示 L ，

泉市構造プ 、ちピるしく，苦灰長石附近 :I) 成分を示している。 輝石 iJ..'普通輝石およ

乙に紫掠 j甑石とも自形だいし半白形で，割目にそって涼泥石にか上つでいる=紫訴輝石

X， Y=i托黄褐色， Z=i炎禄色ーつつよい多色性をもづて v 、る c

石差、、...， ~;呂色破璃が大部分で，そ;つ中に微細な拍子木状 :I) 科長石，粒状 Jつ輝石およ

磁扶誌が iit在している。

第 612 115 四紀層

この地域では，標高 500 m""'"1,000 III の百には， 岩店、i住積初をのせているO

このJ(主演J勿はいわゆる段丘球層を意味するものかどうか，現在のところ明ら

かでたいが，燥の種類や謬結物質の状態から，いち沿う洪積冒とみなして:t"

く。これを命令って，上位には支妨浮石層が部分的にのっているO
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さらに，第 2 章でのべた山地を解析する河川の沿岸には，河成段丘の発達

しているのがみられるO これらの一部は，あきらかに洪積期の末葉に形成し

たものであるO したがうて，その上にのる際層の一部は，明らかに最新の洪

積層に属する重要な地質構成員であるO

沖積層は，河川の流岐にみられるO

1 洪積層

洪積層をわけで， (1)500m--1 ,OOO 111 の山地に発達する砂敵層， (2) 砂際

層の上位に局部的に発達する支 ~iJj~子石層むよび、， (3) 河川!の沿岸にみられる

河成段丘際層とする。

(1)は， 1注意恨山を含む尾根の東西両:国語よび札幌岳の西部むよび，南部

地主主の山地に分布しているもので，砂際層を主体としヲ火山灰の薄屑をはさ

んでいる O 砂隙層は，際・粘土・砂からなり，下吉~には間鉄鉱が沈積してい

る場合もある O 牒は，主として 10 em--80em のもので，この地域に発達して

いる火山岩の牒が多いが，プロピライト・緑色凝灰岩などもみられる。

(2) は豊平川のと涜地域に局部的にみられる jまか，笠沼入沢・炭酸水鉱泉の

向の沢宕よび，銚子口の発電所以 7Jく口問近たどにも分布する O この支を 'r]~子石

層は，前にのべた砂際層の上位にのっているもので， PE 別附近から白老地域に

* **かけて発達する，支坊浮石層あるいは支勿泥熔岩を特ちょうづける浮石一一

特有の絹糸状光漂をもち，縦僚の逼った浮石一一ーを合む未凝固の火山灰層で

ある O 浮石の大きさや火山氏の粒度は，前記の地域にくらべて小さしこの

地域にみられる浮石は，径 1em 内外のものが多い。

(3) は，河川の沿岸にみら ~l るもので，とくに豊平川のお:}岸には数段。河

成段丘が発達している。段丘国には，延長層 L時には径 1m に達する安山岩礁

*斎藤昌之・小山内照: 西南北海道東部地域の地質(第 1 報 登別泥流について J)

の 233 問題〉 地質要報 ~o. ~O 09:lろ年，昭和 ~7 年〉

件土居忠雄; 白老ヨ幅説明書北海道地下資源調査所 (1 !153 年，昭和12K 年〕
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をふくむ1 をともなうほか，最新期の扇状地堆積物または，崖錐にjな;拾われ

ている。

磁: 佳 3CII1-ろ em :I) 円礁で，安山岩楼主合んでいる。 一般に基宮部に大きな離が多

, ，上部になるに L たがって砂層三介在する c

動: 中粒だい L粗粒力泥褐色 eつものである。

E 沖積層

王町τ床台よび、環状地を博成しているも心であるO 安山岩・石英斑岩・アロ

ピライト・石英粗白岩・緑色凝灰岩など，流域に露出する岩石の人E耳元以下

の円陳希よび砂で河床傑となり，耳状地を構成するものは，附近。岩石の角

関~ .~6シ・出土である。この環状地は現河床聞に切ら j〆Lているが，河;主役丘砂

を:t'沿っていることから，沖積層とみなされる。

第 7 .章火成宕概説

この地域には，新第三紀ゐよび、第四紀の火山岩類が広く発達しているO 以

下こ ~l らについて15述するのであるが，記述に先だち，とくに新第三紀の火

山岩類については，火山砕肘岩層を伴なうもので，層位都jにみて火山作目岩

層とり!j伺のものとして J1J.扶うことのできない同時異相の関係にあることを，

I明らカミにしてやく。

1 ~ずf第三紀火!戎岩

地域の中央部から北部にかけて， Y 字形に発達しているO この時刻。火成

岩で，もっとも多くみられるものはプロピライトであるO このプロピライト

は，明らかに熔岩流である場合が多く，同時期の火山砕目、岩層とは同時異相

の関伐にあることは，前にも少しくのぺた。?ととえば，定山渓腎群。最下部

をしめる白水川屑では，集塊岩層を追跡して行くとつ。ロピライトの熔岩涜に
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手多りカミわる。

また黒松内統に相当する天 j14岳集塊岩層は，豊平Jf l支況のーの沢上況では，

さらに普通輝この集塊岩層は，凝灰質砂岩層と i車if多[克係をしめしているが，

石紫下輝石安山岩の;溶岩ifくとも i斬移関係にある。

火成岩この地域に発達するプ口百ライトや安山岩熔岩流は，このよろに，

として，堆積岩と切り離して考えられないものてのあって，地麿のー構成員と

して取あつかわなければならない。

新第三妃に属する火!支岩には， en~jil 縫統に相当する定山渓層群中に;溶岩

さらに，流または岩 JJJK としてみられるプロピライトと輝石安山岩とがあり，

この地層の上部には，石英粗邑[岩や石英安山岩の 17i 、岩流と岩 Hi[(とがみられる。

(2') ~rrr 縫況に 7日 247 ずる定山渓層詳を貫ぬく岩~T(として発達する玄武岩。 (3)

黒松内抗に相当する天狗岳集塊岩層の下部に，熔岩流として発達する輝石安

天fpJ 岳集塊岩層に拾拾われ山岩号。 (4') 定山渓層群を明らかに貰ぬき，

地域の中央部に南北の方向を任ちながら，方々に露出する石英斑岩があ
vヲ戸
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る。

状!守 it

\
i
ノ

m
山
山

f
,九

いu
-
一
一
一
日

/11

‘

・
4
a
E
E

新中

、
，
E
B
B
-
E
E
E
t
g
i
s
t
E
E
E
E
a
J

良

市三支出、セ . 山.円形
7午、正玉川し帽平→\

岩 JJR

:熔岩流

熔岩流・岩\D!K

はJ 三

疋ミ !Jr(...

271 三

ピライト

輝石安山岩
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中新 iり:(八雲問う〕

l~f~m，]埠石紫蘇輝石安山岩 ;溶岩流〈集塊岩ーを伴なう) I

普通路:石安山岩・ ;情岩流 |
片手新i止く黒松内用〉

紫蘇輝石安山岩 !熔岩流. ~~'!l~ I

J 紫蘇輝石安山岩!Ff\岩限 l

E

(.,.

H

活動時期の明らかでないものがあるO これには，
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(1)黒松内統に属する集塊岩層むよび普通輝石紫蘇輝石安山岩をま?者い，あ

るいは貫ぬくものと， (2) さらに(1)をも貫ぬく岩脈とがある O したがっ

て，これらの活動時期は明らかではたいが，大体新第三妃の末葉から第四紀

の初葉にわたったものと考えられる O

岩 種(産状

狭湾山熔岩 I,1-& I_LJ_~ ， ffl+mU.J_~> 1:Jl....~ ~ -... I
C紫蘇輝石普通輝石安山岩) I 熔岩流〈集塊岩を伴なろ) I

B 砥石山熔岩 !，~U.J:;*
〈紫蘇輝石普通揮石安山岩) [熔岩流 |

!}新第三紀?
C 美比内山熔岩 |

(普通輝石紫蘇輝石安山岩) I 熔岩流

D ーの沢普通輝石安山岩‘ I;岩 服

E 続昔岩山合石英角閃石安山|
l 岩服

互王

時 f¥;:

F f出峠普通輝石紫蘇輝石安|岩 D~
μ-J~

氾問第

、
E
E
t
J
f
t
y

皿 第四紀火山岩

新第三宅己層者よび同時代の火成岩類を:t-沿って，地域の東・西両地区には，

最新羽の:溶岩がいちじるしく発達しているO これらの熔岩の活動時期は，決

定づけることのできる確実た資料をまだつかんでいたいが，次の理由から，

第四氾として問題はたかろうと考えているO

(1)第 2 章の地形のところでのべたように，熔岩涜の百が明らかに設日Ijさ

れるO

(2) 地形的に，ほとんど解析を受けていない。

(3) 岩質は，きわめて新鮮で、変質を受けて jならたい。また一部は，現在の

火山にみられるように，岩石そのものが火山熟の影響をうけている O

U-I

コG 種 i 産 状 時 1t

A 無意根山基!点;熔岩 ，~_W_~ , 1 .Wfflff}l J-!-'_,Ll,-... :,
l 熔岩流く 1 部集塊岩状) I

〈普通輝石紫蘇輝石安山岩〉| l
B 喜茂別岳基底熔岩 熔岩流 |
ぐ普通輝石紫蘇輝石安山岩) j ,t:J'-1=1 (Jlu iI
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1-¥;山

石

種 産

C ?盟轟詰SF古石安山和 l 熔岩流く1 部集塊岩状〉

D 左右官議長平輝石安山岩) I 聞く1 部集塊岩状〉
E 余市岳熔岩 1

l 熔岩流
(普通輝石紫蘇輝石安山岩) I

F 無意根山熔岩 I1容岩流く下部および問辺

(紫蘇輝石普通輝石安山岩) I 部集塊岩状〕

G 喜茂別岳熔岩 i 熔岩流〔下部および周辺
(普通輝石紫蘇輝石安山岩) I 部集塊岩〕

E 空沼岳熔岩 lIj容岩流〈集塊岩を伴なう〉
(紫蘇輝石普通輝石安山岩) I

I 札幌岳熔岩 |熔岩流(下部および周辺

く普通輝石紫蘇輝石安山岩) I 部集塊岩状〉

J 無名山熔岩 |
|熔岩流

(普通揮石紫蘇輝石安山岩) I

E 店主主主紫蘇輝石安山岩) I 熔岩流(1部集塊岩状〉

第四紀(洪積世〉

第 8 主主 火成岩各論

I 石英斑岩

この地域の唯一の深成岩で，地域のほぼ中央部を NNE-SW'Y の方向性を

もうて所々に露出しながら北上し，錦橋附近になって二方向に別れ，ーワは

そのままのびて図幅外に露出し，ーヲは NN'Y-EES け、昨内川の流路と一

致する方向、)をとって，遠く図幅タトにやよんで、いる。

模式i也は，豊平川lに沿って，南から駅停のす(・狭薄沢と豊平fir との合流

点附近・炭隈7k鉱泉南部必よび、西南部・ i{J- ァ1\.沢と豊平川との合流点附近・定

山渓品泉町近・ーの沢:t-よび小骨内川に沿う地域であるO 冷水沢と豊平川と

の合流点から約 100 m 上流の河床(第 6 区!)， ~なよび錦橋;付近の白井 ;il河岸で

は，定山渓層群を明らかに貫ねいているのが観察された L第 7 図)。ま?と，定

山渓層群の上位にある沌の沢層群の下部をしめるーの沢層の中に石英斑岩を
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第 6 圏豊平川河康にみられる白井川層

中の緑色韓友岩を貫〈右英斑岩

この石英斑岩 Jこヲいて ih 阿部・西国が

定山岳石英斑岩ノ〉名称で記載し，天狗岳

噴出物層を貫ぬいていると考えていた。

その後，斎藤正堆(土鳥帽子岳集塊岩層増

積後瀧の選本層堆積中止考え，百石j告は

この地域の基盤主 L ，先罰II縫期Jつも:っと

考えている己

以上の諸説に対 L，筆者は，野外調査で

得た資料から次ゅように考えて ν 、る。

(1) 阿部・西国が天狗岳噴出物層とし

ているものは，筆者の天狗岳集塊岩層

に堂るが，白井川河揮で石英斑岩に貰 G: 河床喋 Qp: 石英斑岩

ぬかれている集塊岩は，定山渓層群の T: 緑色凝灰岩

上部と考えられる百松選層の右英安山岩質集塊岩で，明らかに天狗岳集塊岩層におお

れわていて，その関係は不整合である。

ぐ2) 費麗正雄の烏帽子岳集塊岩層は，筆者の天狗岳集塊岩層に相営する口筆者は，こ

の集塊岩層の中に多数の石英斑岩の離が含まれ， しかも，この集塊岩層が石英斑岩を

おおっていることを観察しているので，鳥帽子岳集塊岩層堆積以後の貫入とみる費藤

正雄の考えはおかしく，明らかに天狗岳集塊岩層増積以前のものである D

たむ，岩質は一様ではなく，構成鉱物・構造者よび成分などに相違があり，

岩体には多様性が示されている O その主体を簿成する代表的な性賞。名称を

づけて，以下にそれぞれの岩質について説明を加えるが，次のようにわけら

際として合まれて和り，木挽沢じっ支

流では，石英斑岩を天狗岳集塊岩層

が括和い，その中に石英斑岩が際と

して合まれているのがみとめられ

た。したがって，注入の時期は， ~Jl l

*縫期の末期と考えられる。

れるO

牢 右英斑岩の漣入時期については，鐸函園幅説明書の中てう一憲八雲期と考えていたが，

脱稿ののち、この園幅地域内に設達する瀧の浬層群の下部であるーの浬層の中に右

英斑岩を離として含まれていることが，明らかになったので，ここで訂足しておく今
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白井川河埠でみられる定山渓層群を貫ぬく右英斑岩第 7 画

ー一一ー一ーー一一一下
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角関石石英斑岩A

そのほか，薄日Ij川上流の河模式地はーの沢駅市近の豊平jii j可岸であるが，

岸にも露出がみられる。普通，灰緑色~暗禄色の粗粒竪硬なネパダイト質の

百松沢と豊平 ji!との合流点より約 100111 上流の豊平!日河岸では，一もので，

このj付近では破砕作用をいちじるしくうけて
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岩 質: 普通， 3mJll~5 JllIll の石英および長石斑晶がみられるきわめて粗粒た斑状構

浩之コ岩石である。模式地の --.I)沢附近で、 i二，多くの捕獲岩をもっている。

構成績物: 主石英=斜長石>正長石>角閃石

副燐灰石・磁鉄鉱

鏡下の観察: 斑状構造を呈する D 石英は融蝕された不規nlj な形状を呈 L ，包衰物とし

て褐色ないし無色の気泡状物質を合んでいる。ij;4長石 i 土， 1mm~:U) mm 大刀も/)で，

自形ないし半自形を呈ずる。 Ab50An50~Ab;\oAn70 の成分を示 L ，累帯構造力h 、ちピ

るしいD また，角閃石。諒;尼石など刀小結晶を包裏するほ〉う、二次的に方解石に変勺

て ν る場合もある c 角閃石は，緑色で3 大きさ 1.5 mm 内外の自形または半白形を呈

する odLT7230で，あざやかな多色性を示すo x=淡黄緑色， y=黄緑色， z=濃緑

色白この角閃石の問禄部 i二陽起石や緑泥石に交って v 、るのが普通である D

石基 lむ珪長質物質よりなり顕品質で，二次的に方解石が生成されている o

B 黒雲母石英斑岩

定山渓温泉附近に模式的た露，出を示すほか，夕日岳者よび朝日山などにも

みられるO 普通，灰緑色~暗緑色の粗粒堅硬た岩石であるが，温泉附近では

混泉の影響で，暗禄灰色の軟質岩にかわっているものもあるO

岩 質: O.05~O.5 cm の石英および斜長石と黒雲母ノコ斑品が明らかにみられる， さわ

めて粗粒な岩石である。ーの訳附近の角閃石石英斑岩に掃獲岩ーが多いのに反して，定

山渓附近の黒雲母石英斑岩にじ捕獲岩に少いようである。

構成鏡物: 主石英>科長石およ正長石>黒雲母

副燐灰石 e 磁鉄鉱

鏡下の観察: 斑状構造を呈する。石英は融蝕形を示 L ， 一般に円味をおがて、る D

色裂にとみ?無色た v 、 L :f男色ノノ珠璃を包豪物正して合んてv 、る己斜長石;ょ 1111m~3. .1

mill/コ短柱状を呈 L ， AbllOAnl0~Ab70An;\ l)の成分で， 累;iif 構造が発注して v 、る。

正長石も玄たおたじ形をもち，結雲母之をろけて ν る。玄た斜長石(二 ;， r\ 雲母 e 緑泥石

たどの il 、信品を包裏 L ており， 2 次的に方解石が生成して U ‘る己主、雲母 i ょ， 0..1IllIll~

lrnm の柱状な v 、 L板状結品になり，ヲぎの多色性を示して v 、る o x= 淡黄色， Y , Z=

暗間色。結品/)周辺部は，繊維状緑泥石にかわってv 、るもが多(，立た磁鉄誌が

生成してし、て3 いわゆる Opaclte bonder を示すものもある。

石基は，珪長質物質よりなり原品質で，2 次的 lこ方解石が生成されているむ

E 新第三紀火山岩

A ブロ t: ライト

野外の観察結果から，次の~) -Jに大別されるようであるO
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C1)白水川層の主要構成員である集塊岩と漸移関係にあるもの。

(2) 白井川層や豊羽層中に熔岩流として，みられるもの O

(3) 白井 illl 吾や豊羽層。上位に熔岩涜として発達しているもの O

en は，白 7j( ill 上流の河岸に良好な露出がみられるが，そのほか小川の右

投弟 1 之や，白水川右投支流 lこも露出する O 小川の支流では，集塊岩層と

j軒移関係にあることが，明らかに観察された。また地域 D西部，ベーベナイ

川上況でも，このような関係が与られた。したがって，白水川層と， このア

ロピライトとの 3~ 究は，大きくみれば，同時異相の関係にあるものと法案さ

~L る O

肉眼の問事では， ~官民禄色または灰禄色。設密なもので\ところに上つて

は，黄鉄鉱{ヒ作用をいちじるしくうけている O

鏡下の観察: 絹雲母化作用をいちじる L くうげて v 、で，斑品店 p すべて絹雲母にかわ

って ν る。こノ)~乏かに，禄泥石に置換ぎれた斑品がある。

石基、， ，桁雲母・緑泥石元~\;、ちじるしく生成されており，ジンアイ状つ物質がー百に

散在している口 2 次的鉱物と Lて，正方形アコ黄鉄鉱が玖られる。

(27 は， 豊平川銚子口の発電所より 100 m 上流 ο 河岸台よび、胡桃沢の約

GOOIn上流の河岸に，良好な露出をしめしている ο 両地点では明らかに禄色

凝灰岩層中に府岩涜として発達している O

肉眼。観察では，晴禄色~灰禄色。 !f}~ 密なもので，住状節理が発達し，と

くに黄鉄鉱化作用をいちじるしくうけている O

鏡下の観察: 絹雲母化作用"主主氾石氾作用をいちピるしくうげて v 、るコざた， 王ころ

に三って vよ，黄鉄鉱 fヒ作用も ν 、す〉ピる L·'v 、 c 安山岩汁存浩三:呈 L，斜長石 Jつ形が明 b

かに鳴っていて、、るが，完杢 iて絹雲母 i三百さされている z 有色鉱物ら L \...、も/つも会〈

円、氾石に南;換されて v 、る c こ:つほか，方解石も史成 L ている。

石基、~，鼠石多くみられ，ほかに庁解石 e 絹雲母・ 2現時からなる包貰供お;二半自

1F;-- 不規則?と形で散在している D

C3) は，前にのべた白井! I[f百台よび、豊羽層心上位に昨岩涜として発達して

いるも f乃で，この地域に広く分布している。南部地区では，こっ上位を黒怪

I勺;1Jj (1)tiJiffi)~ 石長森輝石安山岩や新刻。火山岩がむ拾い，北西部地区で、は，

前にのぺた冴の沢層がこの上位に発達している O
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プロピライト化作用の比較的低い南部地区治よび西北部の一部地区では，

もとの安山岩の構造をのこしているようであるが，中央部訟よび、西北部地区

で、は，プロピライト化作用をいちじるしくうけていて，原岩の構造はみられ

たい。

このプロピライト化作用は，大きくみて，この地域の地質構造と密接た関

係、をもうもので，南部地区では N30oE--N.50oE , 西北部地区とくに白井川

にそうたところでは E'V の方向にいちじるしいO したがって，プロビライト

化作用をほとんどうけていない部分は，一見，岩脹のようにみえる場合が多

*く，このような獄態は方々でみられるο 従来，岩脈として地質図にあらわし

てあうたものの中には， このような部分をあやまって観察したものが少くな

い。第 8 図は，定山渓から喜茂別町に通やる国道の切割(薄別温泉より約 2

km') で観察し?とスケッチであるO

このほか，南部地区に多く，

珪化作用をいちじるしくうけた

**プロピライトがある。従来石英

粗面岩として地質図にあらわし

てあったものであるが，鏡下の

観察によれば，プロピライトの

珪化したものが多く，石英粗商

岩ではたい。この珪化したプロ

ピライトの地区では，硫黄鉱床

が多いことから，新期の火山活

動iて関伊、があるのでないかとみ

第 8 圏 定山渓から喜蔑別町に逼ずる園謹の

切害 H帝別温泉より約 2 kill) にみら

れるプロピライト化作用の強弱の示

される露出

。

ている。しかしたがら， この間 a: プロピライト化作用を全ぬがれた部分 D

突出する傾向がある D
題にづいては，今後，検討を要

フロヒライト化作用が強く，軟質で崩壊

することをことわうてゐく。 しやすくでつて ν 、る。

鏡下の観察: プロピライトイヒ作用心軽度 ，l) ものは，斜長石斑晶があきらかにみ主めら

本料斎藤正雄: 前出
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ふる。最大判制;消光角による An 成分ι41) -6.'5 }~で中性長石~曹灰長石 Jつもみであ

ると有色~!1切に，ざったく禄泥石に交っている。プロピライト化作用の、、ちピるしい

ものでは，容|長石~ d.，方解石・絹雲母・緑氾石な rで置き換えられている ι

石基 i.-t， 杭;尼石が多くみられ，ほかに方解石・紹雲母・波璃およびジンアイ J氏物質か

らなる。さた，黄鉄鉱/)微粒が散在 L ，赤鉄鉱が 2 次的 iこ生成していることこある。

顕微鏡的土方解石・石英/)細~iRが発注している。

B 輝石安山岩服

この岩脈は，この地域全岐にわたって数多くみられJるものであるが，地区

によって仲び、の方向が違っているO これは，それぞれノの地区の地質構造に支

配されているためで，長門沢と白井川との合流点附近では N300E，薄別川上

流の白7k沢と境沢の問では EW ・ N 4.5°'V の 2 つの{中びの方向を， それぞれ

示しているO これらを肉眼で観察すると，ほとんど無斑品の晴禄色吸密た岩

石で，ブロピライト化作用をうけているO したがって地質図にはプロピライ

トとして金色して，台い?と。

鏡下の観察: ハイアロピリテ f ザク構造を残して 'v ふ。判長石/)斑品が明らかに残つ

ており，禄泥石・カオリンカ:生成 L ， 王さには絹雲母Jこかわっている己有色鉱物は，

令〈泥緑石に置換されて u 、て，区別がつかない。

石基二， lま主んど緑泥石，絹雲母・方解石が生成され，そ/)まか，少量の破璃もみら

ヰ工る。

C 石英粗面岩

この岩石は，北部地区，とくに天狗jDの西部壮よび，薄別川支流の境沢に

発達しているもので，白井 lUI習の上位に熔岩流として発達するつ。ロピライト

の上にのっているO しかし両者の関係を直接観察できるところがないので

*不明で、あるが，隣接図幅「銭函」地域では，この関係が観察されたそうであ

るO また渇の沢層との関宍は全く不明で、あるが，層序的には一応，易の沢層

の下位と考えているO

この岩石を肉眼で観察すれば，灰禄色を呈し，やや粗粒た岩石であるO

鏡下の観察: 斑状構造を呈 L ，構成鉱物は石英@斜長石・有色鉱物・琉璃である。斑

品石英i之，融蝕形のもので‘ある。判長石は，半白形のものが多く，果 'iif構造二均九、ちじ

*杉本良也: 投函GS]~扇説明書北海道開発庁 (1953 年，昭和 ~S 年〉
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るしく発達しており，絹雲母・方解石・緑泥石など、にかわっているものもある。有色

鉱物は，ほとんど、が，緑泥石iこかわヲていて，その種名を決めることができない。

石基 i 二， i替品質で，攻璃が大部分である D 緑泥石・方解石が生成されて v\ Q 。

D 石英安山岩

との岩石は，地域の北部地区では，百松沢の東の沢・小間内川の支流木均

沢下流の沢の東側の山地に発達しているほか，南部地区にも岩脈として

みられるO

百松沢では，白井川層ゐよびプロピライトを貫き，八雲統下部と考えてい

るーの沢時または，黒松内統に属する神威岳集塊岩層に命令われているO ま

た湯の沢では，湯の沢層の上部に熔岩流として発達しているもので，上位の

地層との関(系は不明であるO 岩質むよび前にのべた資料から，百松沢層の下

部をしめる石英安山岩質集塊岩層と，イ可等かの関係があるのではないかと考

えているO 肉眼の観察では，晴緑色を呈する，紋密堅硬な岩石で，石英の斑

品がみられる。

鏡下の観察: 斜長石斑晶は I 1 11lm~4 mm の大きさで，曹灰長石附近の成分を示 L て

いる。累，73構造 ;.t ，ほとんどみられな ν、。内部から，方解石，緑泥石に置換されてい

るものが多・」、。有色鉱物 i二，緑況石 e 方解石!三置換されて」、る。長柱状の(反{震をのこ

していることから，輝石のようである。石英'<...，小型の不規則な融蝕形を示すものが

~fj豆的にあるが，中にはプ三者4のものもホる D

石基 l二斜長石・緑泥石・磁鉄鉱が多ν 、。

E 石英組面岩服

この岩石は，北西部地区の白井Jlr と右投川との合流点附近・湯の沢と白井

川との合流点北方の山地老よび中央部地区に小さな岩脈となってみとめられ

るO この地域の石英粗珂岩脈には，つぎのようなものがあるO

石英粗商岩脹:右投川と百井川との合流点附近。白井川と湯の沢との合流

点北方の山地。右投川との合流点。白水川下流台よび薄日u北方山地O

黒雲母石英組面岩眠: 白井川と大江沢との合流点より大江沢にそって約

300m 遡うた地点。

石英組面岩脹

右投 III と白井川と 0合流点附近のものは， アロピライトを貰ぬいてほ i~f
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N300E 方向に伸び， 白井川と湯の沢との合流点北方山地のものは， {"号の沢

屑を買ぬいて N 45°\V 方向に伸び、る小さな岩脈であるつまた薄日Ij北方の山地

では，白井川層を貢ぬき，ほぽ N 45°W の方向 i亡，白 7Jく川河岸では白アjく川膚

者よび、白井 iii を貫ぬいてほiI'N20o，Vο方向に，それぞれ伸び、る小さな岩派

としてみられるO これらを肉眼で観察すると，帯様清灰色~禄灰色の岩石

で，石英のfE品があきらかにみとめられるO ヱkE晶石芙・0量は，岩脈の中心で

多く，周綾部では少くなって， リソイダイト質になるO また， これらの岩旅

は法化作用・炭酸塩化作用・黄鉄鉱化作用をうけているO

鏡下の観察: 班状構造を呈する。構成鉱物[土石英。制長石。攻璃である白斑品石英 i J..，

白弔ナ;ぃ L 半白形を示すもののほか融舘形のものもホる c 科長石It半白形のものが多

く，土んと。 77' ，、'f:>ピるし〈分解を受げ，絹雲母。方解石。技泥石化している c

石基 1-"" 潜品質で，現璃が大部分で微細な石英粒王 ~t長石止を合んでU 、る=流理構造

(土令〈 λ られない。

黒雲母右英粗面岩脹

この岩脈は，豊羽鉱山の西方壮よび、大江沢の下流で，豊羽屑を貢ぬいて， E

-，v の方向に伸びる小さな岩脈としてみられる。この岩1Rの中核部には，規

則J1£しく節朗が発達しているO 肉眼で、観察すると，淡禄色の粗老な岩石であ

るが，変質のいちじるしい部分では，禄色凝灰岩のようた外観を示している。

鏡下の観察: 斑状構造を示すc 構戎鉱物石英@角閃石・斜長石@黒雲母である。

石英(三，敵討形を示すものが多〈， 21 日がよ〈発達 L ，よそこを緑泥石が埋めでいる。

角閃石tλ 白形ぎた日長柱状を示 L ，ほ土ん ("j議泥石j 二交っている 9 たお，次の多色

性を示 L ている。 Z/=褐色 X/=;::f~黄色

~f長石 L~ ，半白形な v 、し位形をとり An::l oAb刊でWi灰長石刀段分を示す。この J主主ん

どは絹雲母。氾石だ1:"1 ::.交って v 、る口

F 玄武岩

この岩派は，地域の北西部〔白井 fir と胡桃沢との合流点F付近・初挑沢の中

流・初挑沢と;坊の沢とに宍まれた小沢の上~=fE;j;-よび、中流〕に豊羽層を貫ぬい

て発達しているo 2 ・ 3 の例外 L白井 III と胡桃沢との合流点F付近のものは N

45°£ の方向に{中び、ているの〕はあるけれども，大体 E-\Y の方向に伸びる小

さな守であるO 肉眼で観察すると，日二緑色。役密・均質な岩石で，わやか
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に緑泥石化作用・炭酸塩化作用ゐよび珪化作用を受けているO

鏡下の観察: 填間構造を呈している。大部分が短冊状の斜長石からなり，その他少量

の輝石から変ヲた緑泥石がある。斜長石 i~ ， AuGoAb.w で曹灰長石の成分を示 L ，部

分的に方解石に交っている c 緑泥石は輝石の結品形をあきらかに残しているので，輝

石より変ったもので;Y;る D

G 普逼輝石紫蘇輝石安山岩

この岩石は，熔岩流として溢流したもので，この地域に広く発達しているO

東部地区では，保安幸川上流に分布していて，板割沢層を命令い，札幌岳基底

熔岩に:t'拾われているO 西部地区では，大江沢集塊岩層の下部に発達し，無

意根山基底熔岩・喜茂別岳基底溶岩などの新期熔岩にゐjなわれている O 北部

地区では，小天狗岳北方の山地を構成し，白井川層者よび、プロピライト・石

英斑岩などを者沿い，この上位に天狗岳集塊岩層が発達し，隣接する「銭函J

*図幅内に連たっているO また，南部地区では，中山Wi~を中心とする地域にプ

ロピライトの;溶岩流を治jなって発達しているが，さらに伸びて隣接図幅「壮

渓珠」に連段。ているO

この岩石は，明らかに，西南北海道に発達する黒松内期の安山岩熔岩と同

じであり，ま?と， Wlj経統に相当する白井川層むよび、プロピライトの熔岩流を

~沿い，前にのべた黒松内期の天狗岳集塊岩層(神威岳集塊層・豊平峡集塊

岩層・大江沢集塊岩層〕が上位に発達しているO したがって，この熔岩は黒

松内期の活動によるものとみて問題はなかろう。

岩質は晴緑色役密で，柱状節理が発達しているO ととろによっては弱い黄

鉄鉱化作用をうけているO

斑晶: 斜長石>紫蘇輝石>普通輝石

右基: 政璃 e 制長石・輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリテ 1 '»ク構造を呈している。斜長石は曹灰長石の成分のも

ので短冊状主示している c 累帯構造 i二，場所によヲてみあたらない場合もあるが，普

通は弱 v 、累帯構造を示 L て v 、る c 輝石・磁鉄鉱の小結品を包裏している。輝石l二，斜

方および単科の両輝石ともみられ p 紫蘇輝石をワイフんで普通輝石がみられる。紫蘇輝

*杉本良也: fJ!j 出
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石は次の多色性を示す。 x.y=決掲色 Z=淡緑色。

ところによヲて(~，輝石のほ主人どが緑泥石に交っているD

石基 i土，短柱状の斜長石および粒状の輝石とが主体をなし，その聞を破璃が埋めてい

る D そのほか，ジンアイ状の磁鉄鉱が散在 L，緑泥石も生成している口流理構造を示

している部分もある D

H 普逼輝石安山岩

朝日山西方の山地を構成しているものである。この安山岩の下位には白井

川層の灰黒色頁岩層や禄色凝灰岩層がみられるO この岩石を肉眼で、観察する

と，緑灰色のやや粗粒な岩石で，禄泥石が多くみられるO

斑品: 斜長石>普通輝石

右基: 斜長石・鼓璃・普通輝石・措鉄鉱

鏡下の観察: やや多斑品質の岩石である o ~i長石は自形な νL半自形を示 I~ ，輝石や

磁鉄鉱を包裏して ν 、る D 緑泥石叱作用をろけて u 、る。普通輝石は ， i炎緑色の小型ゎ斑

fl~l で，磁鉄鉱主包表 L ている D 多( i二緑泥石で置換されている D

石基 i二，微細な科長石の聞を，政璃がろめて u 、るもので，輝石も少量合主オ二J て、、る C

2 次的に符h尼石 Jコ生成が 'v 、ちじる Lv 、。

I 紫蘇輝石安山岩

豊平峡の北西方にあるもので，豊平川と薄日lj川とに宍まれて南北に連怠る

毘根 (750 m) を構成しているO 黒松内期の普通輝石安山岩や，同時期の豊平

峡集塊岩層を者.:t-づて，熔岩流として溢流したものであるO この熔岩は，下

部では集魂熔岩状を呈しているが，上部では比較的均質た熔岩となっている。

肉眼で観察すると，ほとんど無斑品の漆黒色た岩石で，ややにぷい光沢のあ

る，均質で綿位被密た外観をもち，玄武岩とみまちがろ。

斑晶: 斜長石>紫蘇輝石

右基: 珠璃・ ¥I長石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリテ f ザク構活な呈 L ， きわめて斜長石ゎ多い岩石である。

長石 i;: ，曹灰長石附近の成分で，累帯構造が発達して v 、る。紫掠輝石を包裏 L て

紫蘇輝石 iは之自形た)、ぺL 半自形を呈呈0. Lυ，次刀多色 1性生;なヒ示す凸

x=決掲色， y=決禍禄色， Z=iiた緑色。

石基 iよ ， i去?特色の球璃を主と L ，わずかに微細な柱状の斜長石がみられ，磁鉄鉱ノJ微

粒が散在している D

J 紫蘇輝石安山岩脹

この岩!派は，豊平峡附近に良好に発達している黒松内期の豊平峡集塊岩層
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中に見られるものであるO いやれも規則lIE しい東西方向に延び、る小さな岩派

で，肉眼で、観察すれば，前にのぺた紫蘇輝石安山岩と全く同じような外観を

呈しているO したがって，この岩脈とまえにのべた紫蘇輝石安山岩熔岩とは，

岩質がきわめて類似、していることからみて，密突なったがりをもうものであ

ろう。

斑晶: 斜長石>紫蘇埠石

右基: 破璃。斜長石・鵡鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリティック構造を呈 L ，科長石の斑品が多ν 、 D 斜長石口累;市

;博浩7; \v 、ちピるしく発達しており，自形ないし半白形を示している G 紫掠揮石口次の

あざやJ かだ多色性主示して v 、る。 X.Y=j'失補色， z=決禄色コ時には普通輝石の斑品

もみられる ;r~ ， きわめて玄れである D

石基i エ， ，炎褐色のジンアイ状の政璃を主主 L ，その中に微細ナ;柱状θ科長石がみられ

る己磁鉄\工微粒をなして一面に散ヲている。

皿 時代末詳火山岩(新第三紀~第四紀〉

A 狭薄山熔岩(紫蘇輝石普逼輝石安山岩7
件ウス

地域の東南部にある狭薄山(1，296.1 m) を構成しているほか， 25jH入沢の

下流むよび、漁入の沢の下流にも発達しているO

この熔岩の下部には，ガマの沢むよび、ZE沼入沢で、は，豊平峡集塊岩層が，

また狭湾沢では，プロピライトがみられるO 札幌岳熔岩・空沼岳熔岩との関

係は，再接観察できるところがない。岩質からみると，この 2 者より古いも

のと考えられる。ところにようて柱状節王里がいちじるしく発達している。晴

緑色の，均質で、宮田役密な，普通輝石紫蘇輝石安山岩であるが，ところによ

。ては，青灰色~褐色で粗粒なところもみられる。

髄晶: 到長石>普通揮石>紫蘇輝石

右基: 攻璃 Q if"f長石・普通輝石・紫蘇輝石 e 磁鉄鉱

鏡下の観察: この岩石 11 ，ハイアロピリティック構造を呈して v' ~。斜長石;二，大形

で，曹灰長石くらいの成分で，半白形ぎたは他形を示すものが多v 、 D

しかし? ところによっては破砕された形をしめすものもある c 普通輝石k より:紫蘇埠

石は白形な)、し半白形を呈 L. 融蝕形を示す磁鉄鉱三包裏 L でし、る古田号、部;二，柄色

".1)禄泥石主た(二方解石に変っているものが多 L 、。紫蘇輝石;土ほ主 /νr多色性壬示さだ
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、、己

石基;三， I花柄色の設可11 を主と L，微細な針状の科長石を合む。

B 砥石山熔岩(紫蘇輝石普通輝石安山岩7

この存岩は，図幅タトの砥石山を構成しているもので， この地域では北京隅

にわやかに分布しているO 下部には，ーの沢層の砂岩がみられるO な ;]:Y，あ

とからのべる観音岩山岩rliRに買ぬかれている。比較的均賃た昨岩で，外相ば

暗灰色~清涼色を呈し， 71F品はあまりみとめられない。

斑晶: 到長石>普通問石>紫訴怪石

右 基: 斜長石。殻明。古一週間石 c 紫?三百石 e 磁鉄鉱

競下の観察: ハイアロピリテ-1 ':/クた構造を呈する o -~-部には石基が完令ジンアイ

;:7:}コ設唱。尽力、?ノナ二づているも刀が;うノ乙 c その流忠信 JZ; 工余リ明らかでた L 、 c 1;1 品科

長石;二黒:市博 iZ- が)、ちじるしく， ~jJ， [t 長石~官灰長石J)JJY.分を示 L ，柱状主たに拍子

木状乙引を呈するものが多」、 c 輝石類{二店主人 JEI 畏泥石化 L て u 、るが p よ主同時;二

方解石 jj:> でさている D 普通鉱石は L ば J_' 主双品をしているこ主がある c 紫石 i 二，

王よと、、多色 '['IE を示さ行 u 、 o 失拡:ヱジンアイ状を呈 L て y 、るが， 白芥 J イ;示すてみも

ふ"

cY:J 心 。

石基，針長石刀 /J 、さた柱状結品を多量にもち，その間をジンアイ状竹位三合む;F [i;;}l

が埋めて ν る。

C 美比内山熔岩〔普逼輝石紫蘇趨石安山岩 7

この恰岩は，地域の北西部の美比内山(1， 16 :3 m) 附近の山地を構成してい

るものである O 明らかに前にのべたプロピライト台よび、黒松内引の安山岩質

集塊岩層を治台。ているが，余市岳岩・無意根山基底熔岩との関 It 不fJf}

である。しかし，岩質からみると，この 2 者より古いものと考えられる。

緑色の，きわめて出密た岩石で，外観は玄武岩のよろにみえる O

髄 品: 斜長石>紫訴す草石>普通樫石

右基: 政明 ε 紫蘇輝石。託迅輝石 ω~J; 鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリテ f ック構造を呈しており，斜長石斑品;つ多. '....'岩石で恥

る E3 手i長石(よ，曹灰長石附 j互の成分を示，短冊状を呈する。果ー lif 梧ほとん γみ

られず官長石?と作用をいちじるしくうけて ν る c 紫蘇輝石および磁鉄鉱士包衰 1 でい

る o Jll 1i 石』こ iょ，紫蘇盤石@普通輝石 })ii f!j輝石左もみられるが， 1有者が目立って多 v 、 2

紫?で:涯石 i二:まとんど多色性を示さナ μ 、 D

石基， 1此-ffJlな短 -m y状の斜長石主細粒の普通輝石土乞主体と L ， これを政 J再三:つようて
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ν 、る。緑泥石の生成カ入、ちじるし ν、。玄た，孔隙の周縁部からクリストバル石が品出

している。

D ーの濯輝石安山岩〔普逼輝石安山岩〕

この岩石は，地域の東北部地区に当る砥石山西部の鐘状の山地を構成して

いるもので，豊平川河岸拾よび、定山渓鉄道の切割に沿って良好な露出がみら

れる。ーの沢層を貫ぬいていることは明らかにみとめられた。ま?と，前にの

ぺた百松沢石英安山岩との直接の関係はみとめられなかったが，地形と岩質

とから判断して，石英安山岩を貫ぬいているものと考えられるO

ーの沢層との接触部をみると，明らかに，ーの沢層に接触変質作用を与え

てなり，しかも，貫入後の地殻変動によって，接触面とほぼ平行する板状の

節理が発達しているO

時灰色~青灰色を帯び、た，細粒の攻璃質な岩石で，肉眼で lmm--2mm 大

の斜長石斑品がみとめられる。

斑品: 斜長石>普通輝石

右基: 球璃・斜長石・普通輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリティック構造を示しきわめて鼓璃に左むものでゑる。斑

品科長石{土曹灰長石〈やら ν 、の成分を示しているロ白形たい L半白形を呈 L ，累，!??構造

j);顕空:で￡って，カオリン化作用を受けているものもある。

普通商石は半白形を呈しているものが多v イむほかに砕片のものもみ主められる。

石基;む斜長石の小さな柱状結品を多量にもち，その間を破璃が埋めている D

E 観音岩山含石英角閃石安山岩服

地域の北東部にみられる。砥石山熔岩を貫ぬいて，観音岩山 (610 m) を構

成しているもので，ほ~~.N45°'V の方向に伸びる小岩脈であるO 灰青色~灰

緑色を呈し，斜長石和よぴ角閃石の斑品が肉眼であきらかにみとめられる。

斑 品: 斜長石>角閃石>石英主主普通輝石

右基: 攻璃・斜長石・石英・普通輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリテイザグ構造を呈 L ，流理構造はみられたし、。斑品。~+長

石{三累帯構造が」、ちじるしく，一般に自形を示ナヵ;，破砕きたたものも処によってはみ

られる。角閃石は自形を示し，視色角閃石で，周辺は黄禍色の緑泥石に変つでいる。

石英 i土融蝕形を示している。普通輝石は粒状を呈 Li炎緑色を呈する。

石基 J土，微細だ拍子木状の斜長の間を珠璃で埋めていて，微細な石英主輝石とを少量
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合んで v 、る。

F 中山峠普逼輝石紫蘇輝石安山岩脹

この岩石は，地域の中央部中山峠附近で，前にのべた黒松内期と考えてい

る普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩を貰ぬいて， N'V--SE 方向に仲び、る岩脈で、

ある O したがって，この岩脈は黒松内期以後に貫入したものであることは確

かであるが，他の地層との関係が全くみられないので，詳細な活動時期につ

いては不明で、ある。しかし岩質からみると，新期。火山活動と OOi子、があるよ

うで，現 tEのところ，新期火山岩類が活動した時期のものではないかとみて

いる。附灰色~灰青色の粗老な岩石で，斜長石と輝石の斑品が肉眼であきら

かにみとめられる。

斑品: 許|長石>紫蘇輝石>普通輝石

右基: 班璃・科長石・紫蘇輝石・普通輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリテイ?グ構造をもち，破璃質の主ころは流理構造を示 L て

し、る。斑品 i之大形で.その量も多v 、。斜長石 i二一般に半白形ない L位形を示 L ，累指

構造はほとん rみゑたらな」、。輝石 i之容j方および単斜の両輝石とし半白形を示 L ，

融蝕されており， 磁鉄鉱を包裏しでいる。紫蘇輝石i二次の多色性を示す口 X.Y=決

褐色， Z=淡緑色。

石基{ι，長柱状だい L，針状の斜長石の聞を， ~た褐色の政璃で埋めたもので，流理構

造主 L めしている q そのほか少量の輝石を含み，ジンアイ状の磁鉄鉱が一面に散在し

て)、る。

IV 第四紀火山岩

A 無意根山基底熔岩 L普逼輝石紫蘇輝石安山岩〕

このJ溶岩は，長尾山を合む図幅地域の西部山地に発達するもので，無意根

山の基底をなしている。喜茂別岳基底熔岩に治jなわれているが，下部には，

定山渓層群に含まれているプロピライトや，天flJ]岳集塊岩層に含められてい

る集塊岩がみられる。板状節理がいちじるしく発達し，均質な熔岩である。

青灰色の堅田被密な，普通輝石紫蘇輝石安山岩質のもので，斜長石の斑晶が

明らかにみられる。

斑晶: 斜長石>紫蘇輝石>普通輝石
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右基: 政将。斜長石 e 輝石 e 諮扶~

鏡下の観察: きわめて政璃質でハイアロピリテ f ック構造を呈する。破特質の部分に

流理構造を鮮明 iとあらわすものがある c 斑品 lむ多くは小形である。制長石は一般に

自形を示 L ，双品や累di吉構造がほ王んど、みられた ν 、己主た a部が帯状に紹雲母イヒ作用

を受けて u 、るものもみもわ，輝石ノ》包裏物を多くもち，内部かち視色1'](1)[ 石[ご f互換さ

れて u 、る c

輝石類はほと人l どその日辺 l之桟鉄誌がとり玄いており，きたは磁鉄誌を包衰して v らむ

紫蘇輝石(二多色性をほとんど示さな V 、む

石基JL 流理を示すこ玄かなジンアイ状物質を多量にもヲ，視色:1)政:明で?相刀、だ斜

長石と輝石類乞少量合んでいる D

B 喜茂別岳基底熔岩 L普遁輝石紫蘇輝石安山岩〕

この:溶岩は，地域の西南部にある喜茂別岳(1，176.9 m) の基底をなして発

達するものであるO 下方には定山渓層群に合まれて分布するプロピライト告

よび珪化したプロピライトがみられる。肉眼の観察では，暗灰青色の堅硬~~支

密た岩石で，斜長石の斑品がみられるO

斑晶: 斜長石>紫蘇輝石>普通揮石

右基: 破璃・斜長石@紫蘇輝石@普通輝石。磁鉄鉱

鏡下の観察: この岩石 Il ， -?千斑品刀多 'v' ハイアロピリティッグ構造を呈して V ¥00

斜長石はきわめて多く，官灰長石附j互の成分で，長t-F構造4が ν 、ちじるし」、。紫蘇輝石

l土次の鮮かな多色性を示しているo x=淡赤褐色，Y=淡褐色， z=iN!!，色コ普通輝石

は 0.4111111-0.7mm のもので j船主色 ξ呈する c

石基 J二，培揖色のジンアイ状物質を多量にふくむ政璃で，長柱状の~;o t長石と泣状の輝

石1去との少量を合む D 孔F京の同誌害 lj からクリストパル石 i?: 品出している。

C 札幌岳基底熔岩〔普逼輝石紫蘇輝石安山岩7

この熔岩は，図幅地域の東部にみられるもので，札幌岳の北方の三角標高

930.2m ・ 893.6 m の山地を構成している O 冷水沢上流では安山岩質集塊岩を，

ーの沢上流沿よび滝の沢上流ではーの沢層を，板割沢上流では板割沢層・黒

松内期の輝石安山岩治よび、集塊岩をそれぞれ;t- .:Jti<J て jなり，札幌岳東部の山

地なよび中の沢上流では ， ~i 百岳熔岩と札幌岳熔岩とにようて，命令われてい

る O 時紫灰色の比較的軟質た岩石で，ととろによっては泥熔岩のような外観

を呈する部分も少くたい。斜長石むよび輝石の斑品が明瞭にみとめられる。

斑晶: 斜長石>紫蘇輝石>普通輝石

つ
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石基: 政璃・斜長石・掠保輝石・普通輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: 斜長石ノJ斑品が多いハイアロピリテ f ック構造を呈して、、る己斜長石 i工

lmm 内外乃担柱状主たは拍子木状を呈しでおリ， AbGOAD50-Ab; ;o An70 くやら ν 、の成

分を示 L，累'1l}博浩がきわめて良好に発注しているむ紫蘇輝石口 0.3 mrn-lmm で自

形だいし半白形を呈 L ，多色性が三井正められる o X/= 黄掲色。 Z/=lt~ 緑色，:;;r;鉄鉱を

包裏している c 苦遇間石自形だいし半白形刀もので ， ~l~ 失誌を包哀して ν 、る。

石基 iお針;氏主た i二短柱状/)微志向ナ J3fj 長石の問主， ジンアイ状物質な合む透明 t;.l皮璃

がろめて v 、る。

D 空沼入選熔岩(普逼輝石紫蘇輝石安山岩〕

この熔岩は，地域の東市部空沼入沢の河岸に露出するO プロピライト・豊

平淡集塊岩唐・狭薄山;店、:岩友どの上位にの f) ， ~魚岳惇岩松よび空iI i岳岩に

会jなわれている O 灰禄色~陥灰色を呈するもので，ところによっては集塊岩

状を示している。岩貴からみると，札幌岳基底溶岩ときわめて類似している

ので，これとは，密接なったがりをもつものであろうと考えられるの

髄晶: 封長石>紫?!fJ.輝石>苦謹蛇石

石 基: 武璃 c 奈i長石‘紫訴す草石・普通;耳石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロビリテイヴク構造を呈しで~" 0 。斜長石し， ，拍子木状のもので，

果市構造がよ〈発注している。輝石(斗普通商石および紫蘇輝石主も自形tr いし半白

形と示 L，磁鉄鉱を包哀して v 、る a 紫1l1J¥石は次刀多色[主主示、すョ X.y=l:jt 黄禍色，

Z=jミ色口

石基山， 1段洞ナ二針;uと主た «~:XR柱:[j;: /)副長石の間三， ジンアイ状物質色合む訂正色の改

7誌がうずめて ν 、る。少量ノ〉輝石類も合て 'i' る G

E 余市岳熔岩〈普通輝石紫蘇輝石安山岩〕

この熔岩は，隣接図 ~j首「銭罰 J の余市岳を詩戒しているもので，この地域

では，地民の北西隅の美比内山につらなる尾根を形戒している。この溶岩の

下には，ブロピライトがみられる。

商品: 科長石>紫蘇輝石>普通輝石

右基: 説明・斜長石・諒鉄鉱

鏡下の観察: この岩J石は?ハイアロピリテ f ック構造を呈 L ， J生璃質ノJ 主こ九 ;~:7j~理構

追走鮮明 iと現わして v· る。副長石は 4般に拍子木~[}(の形のもので，双IRtや累構造は

ほとんど~"あたらな u 、。輝石(二紫 ill宗輝石および普通輝石刀両輝石左も半白形を示 L ，

融鈍されている場合もある D

石基(土，大部分がジンアイ状の物質主合む，清掃色の披璃が埋めて v 、る q

- 53--



F 無意根山熔岩(紫蘇輝石普逼輝石安山岩〕

との熔岩は，無意根山台よび中岳を構成するもので，前にのべた無意根山

基底;溶岩を 3ななつている O 灰禄色あるいは禄褐色を呈し，斑品の大形なきわ

めて粗緊紅岩石であるO また，この中には安山岩の小さな捕獲岩が多くみら

れる。

斑晶: 奈!長石>普通輝石>紫蘇輝石

右基: 斜長石・鼓璃・輝石・緑泥石・磁鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピりテック構造を呈 L，やや多斑品質であるo 斑品斜長石l土中

性長石な v、し曹灰長石で，自形玄たは半白形を示しており，累帯構造万九、ちじるい、。

輝石 lむ斜方および単斜の両輝石左も自形を呈している。紫蘇輝石は多色性をほ主ん

r示さな u 、。

石基は，長柱状ないし針状の斜長石を主といその間を決褐色の破璃で埋めている。

G 喜茂別岳熔岩(普遍輝石紫蘇輝石安山岩〕

喜茂別岳(1 ，176.9m) を含む図幅地域の西南に発達するもので，喜茂別川の

上流に良好た露出がみられるO この熔岩はきわめて不均質で，周辺部訟よび、

下部は集塊岩となっているが，中心部沿よび、上部では比較的均質な熔岩とた

っているO この熔岩の下位にはプロピライトがみら ~tる O 青灰色~褐色の，

きわめて粗粒た敦賀の岩石で，斜長石の斑品が多い，多斑品質なものである。

斑品: 斜長石>紫蘇輝石>普通輝石

右基: 珠璃・斜長石・輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: きわめて斑晶の多いハイアロピリティック構造を呈する。斜長石は，曹

灰長石附近の成分を示し，累帯構造元九、ちじるし， \，、。輝石は磁鉄鉱および少量の鼓

璃・緑泥石を包裏して ν 、る。普通輝石 l土決緑色の半白形ないし他形を L，紫蘇輝石l土

次の多色性を示している。 X=決赤病色， Y=iた禍色， Z=決緑色D

石基lL 微細な柱状の斜長石の聞を決掲色の攻璃が埋めていて，少量の輝石と磁鉄鉱

を合んで'いる。

H 空沼岳熔岩(紫蘇輝石普逼輝石安山岩7

この図幅の東部に隣接する「石切山」図幅中のg:;沼岳 (1，251 m) を模式地

とするもので，この地域では，空沼岳の東南部から真東沼にかけて，平坦た

熔岩台地の面を残して発達している。下部には，プロピライト・泥熔岩の外

観をもうg:; iB 入沢輝石安山岩熔岩・札幌岳基底熔岩がみられる。狭薄山熔岩
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との関係は直接観察できるところがないので，不明で、ある。暗緑色"'-'~言灰色

の堅硬倣密な岩石であるが，集塊熔岩のところもあるO

闘品: 斜長石>紫蘇輝石=普通輝石

右基: 誠璃・斜長石・輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: やや多斑晶なハイアロピリティッグ構造を示すq 斜長石は OJ5 mm-1.5

rlln~ 大のもので，中性長石ノコ成分でわずかに累帯構造が以られる口カルスパヅド式お

，~アルバイト式双品が多 v 、。主た曹長石化作用が多くみられる。そのほか，輝石や

磁鉄鉱の包裏物も多 v 、。紫千年輝石(土多色性元入、ちじるい、。 X.Y=淡褐色， z=決緑

色だ lい L 無色。普通輝石;二 O.1~O.2 mIll{立の粒状を呈する。 決緑色を示 L ，融蝕され

たも のもある。

石基， ~皮璃乃中 i二柱状 J) 科長石土輝石および磁鉄鉱の微粒が散在して v 、る。柱状の

到長石 i: t ， そのならび方にやや方向性が以主められる ο その Jまか，緑泥石が多く生成

されている。

I 札幌岳熔岩〔普逼輝石紫蘇輝石安山岩〉

この It存岩は，札幌岳7付近が模式地で、， '溶岩流の地形を明らかにあらわしてい

る。下却には，ーの沢層・札幌岳基底熔岩・狭薄山:溶岩がみられるo ~?B岳

熔岩との関係は直接観察できるととろがなかったので，不明で、あるが，岩貨

と発達。様子とからみると，空i臼岳;溶岩0上位に0るものと考えられるつ岩

質は，周辺部沿よび下部で集塊:溶岩となっているが，上部では比較的均質な

熔岩であるO しかし，さらに最上部になると粗粒となれ 多孔質た部分もみ

られるの外観は，青反黒色ないし滑灰色を呈し，斑晶斜長石が肉眼でもあき

らかにみとめられ，斜長石の中には径 2mm に達するものもある。

損晶: 剥長石>紫蘇輝石>普通輝石

右 基: 攻璃・斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・磁鉄鉱

鏡下の観察: さわめて琉璃質で，八イアロピリテッグ構造を呈するョその琉璃質の部

分に流理構造ーを鮮明にあらわしているものが尤る。斑品科長石 i工，中性長石~曹灰長

石/"仏、の成分で，自形ない L 拍子木状を呈しており， ときには破砕形を示すものも

ある D 輝石類 11紫蘇輝石が多く，磁鉄鉱を包裏 L ている。紫蘇輝石はほとんど多色性

ヲ'. 二三二~ 与 、易、

に κJ、-" 'よ v 、。

石基i之，流理構造があきらかにみられる黒掲色ジンアイ状の致璃からなっていて，針

状ない L短柱状の微細だ斜長石と，輝石類主を少量合んで、、る白

J 無名山熔岩え普逼輝石紫蘇輝石安山岩〕

この岩石は，地域の西南隅，喜茂別町字黒橋の西方の標高 769.6 ill の山地
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を構成し，司[[縫期の火山活動の所産であるプロピライト・黒松内明の活動と

考えている普通輝石紫蘇輝石安山岩:溶岩むよび洪積期初葉の活動とみている

喜茂別岳基底溶岩を，熔岩流として命拾っているものである。 淡間色~灰白

色の担怠な岩石で，柱状節理7およく発達し，流理構造が明らかにみられる。

踊晶: 到長石〉紫蘇輝石>普通輝石

右基: 政璃@斜長石・紫蘇輝石・昔~IMi庫石@磁鉄鉱

鏡下の欝察: この岩石 lU ハイアロピリテ f ヅク構造をもち， ;l;皮璃の主こん(よ流理惇

起を鮮明 iこ呪わして v 、る c 斑品(三多くは大形で， その量は ν 、すうじるし〈少ナよい o ~"f長

石 i三一般に半白形た ν 、 L 位形を示L，双品や累帯構造;、ほ主んどみあたらだ L 、己賢石

(二苦遇j笥石および莞蕊輝石とも，百~UI告されて ν 、る D

石基 iニ，大部分が，培視色(/)政璃がろめておリ，一面 iこジンアイ状 c寸分貨が散在 L て

」、 ;)0

K 5:魚岳熔岩〈普逼輝石紫蘇輝石安山岩〕

この熔岩は，地域の東南隅に分布するもので，漁入の沢の河岸に露出がみ

られる O 灰青色~禄灰色を呈し，大形の斑品をもο粗怒た岩石で，一投に流

理器迭を明らかに示している。

駒品: 斜長石>普通輝石=紫蘇~草石

右基: 致璃。普通輝石@紫蘇輝石@詰鉄鉱

鏡下の観察: ハイアロピリテ f ヅク立たはピロタキシテ f ック構浩を呈して、、る c 波

常質のところは流理構造を鮮明にあらわしている口封長石 i二一般に融蝕形モ示 L，双

晶子累守;;構造はほ主人， ，1:"みあたらな)、。主た放砕された形芝示すものもスむたる c 輝

石は普通輝石および紫蘇輝石主も融蝕され，磁鉄鉱を包衰 L て U 、る。

石基(二，微細な針状玄た(三五IE片の斜長石の問を， ジンアイ状の物質を合七 3 日苦視色の

政主誌が埋めてヰi了り，少量の j埠石類をも合1"，- て、いる口

第 9 主主地 史

以上の各章でのべたことから，乙の地域の地質構成が，現在みられるよう

になった経緯をある程度推定することが可能であるO

I 新第三紀

西南部北海道のどこの地域でもみられるように，この地域でも，基盤を構
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成するのは，いわゆる古生層といわれている先第三紀層からたっているO 新

第三氾以前の永い期聞の侵諒期をへたのち，この基盤岩層の上に，直窪新第

三紀層が土佐積した。

この地域の主要議成員である新第三氾層は，火山砕局、岩を主体とし，いろい

ろの火山岩を伴なうもので，西南北海道のほか。地域と同じように，新第三妃

には，火山活動がきわめて旺盛であったことが推察されるO しかし西南北海道

の他の地域と異なる点は，瀬棚統に相当する地層を欠除していることである。

A 定山渓層群堆積期

来日第三氾一('万葉にたって，陸地化をつづけてきたこの地域も海水下に没して，

まやiSJlit:i全続ド部に相当する白水川層を堆積した。この堆債の前半は，禄色凝

灰岩をはじめ，火山砕屑岩を主体とし，プロピライトの熔岩流を伴なうもので

あるが，次第に酸性となり，石英粗回岩の熔岩流も伴なっているO この火山活

動は，連続的に行われたことが示されて治り，海底で行われたものらしい。

この前¥の拾わりに，きわめて盛んなプロピライトの熔岩流を溢流し，同時

期に石英組出岩の活劫もあった。この堆積期の後半では，火山活動が衰える

と日時に一時上昇して，戊海ο状態に，なかれ，際岩を堆践したが， しだいに

流下して凝灰質砂岩・凝灰質頁岩を主とするものにかわり，下位の火山砕肩、

岩を主とするものと多少岩相を具にするようになった。さらにこの時期のな

わりには石英安山岩ο活動が行われた。

定山j美層詳のifと積明。友¥，jj には，いままで沈下の状態にあったこの地域は，

上昇にかわれこれに伴なう建乱によって，断肩・摺並などの地殻変動が起

り，石英忠岩のような設住岩ο注入が行われた。

このj問責を通じて，初めにもたらされた凝灰岩が，主として安山岩貨であ

ったのに対して，後半では石英粗邑i岩質に変っている。

B ~'龍の運層群堆積期

前にのぺた定山渓層却を柊えると，一時;主化したらしいが，ふたた

び海進をうけた。

況の尺胃群わ下部三 L めている，ーの沢Hうの砂岩中に石英斑岩を礁として含んでおり，
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砂質頁岩を構成する物質も石英斑岩の斑品などを含んでいる。したがって，石英斑岩の

活動の時期とーの沢層堆積期の聞は，不整合と考えられるかもしれな u 、。しかし， この

問題については，さらに検討を要することをつけ加えておく。

この時期になうて砂岩・頁岩・泥岩・硬質頁岩などを堆積し，岩相からみ

て次第に深海の形成によるものであることは明らかであるO また合有されて

いる化石より判断すると，この地層が西南北海道のいわゆる八雲統に対-比さ

れるものであるO この時期は火山活動は休止の状態にあうて，わやかにこの

地域内では玄武岩の活動があるだけで，静穏な時期でありたらしい。このよ

うな時期をへて，この地域には大きな造構運動があって，陸地化し，削剥思]

聞に入つ?と。

C 後板割・先天狗岳間際

滝の沢層群の土佐積後，この地域は陸化に転じかなり大きな削剥期であっ

たらしい。滝の沢層群は地域の東部地区に限られて分布し，地層はいすτれら

東ないし南東に傾いている。しかも，この地層は地域の中央部では全くみら

れや，下位の定山渓層群が露出し，流の沢層群を欠除して，直接黒松内期の天

狗岳火山噴出物が治jなっていることから，このようた削剥期が推察される。

D 天狗岳集塊岩層堆積期

この時期には，西南北海道の他の地域と同じよろに猛烈な火山活動が行わ

れ，輝石安山岩が溢流したが，これにともなって，同質の集塊岩や凝灰岩な

どの火山砕屑岩層がもたらされた。この火山活動は，後板割・先天:y'pJ岳間際

期をもたらしたところの，この地検の大きな造構造運動による地質構造に支

配されているようで，集塊岩層は，大きくみて，東部地区では南北に連なれ

北西部では部分的な分布を示していて，地域的な特ちょうをしめしている。

E 後天狗岳間隙

天狗岳集塊岩層の堆積後，この地域は陸化に転ビ，その後，削剥がつづけ

られた。しかしこの時期にも，な治安山岩・石英安山岩などの火山活動が行

dつれた。この活動は，前にのべたいろいろの時期の火山活動のように激しい

ものでは危し天狗岳集塊岩層をもたらした火山活動の余波的な活動であろ

うと考えている。一方，瀬棚層に相当する地層のみられないよう在，長期に
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わたる削剥期間には，大きな造構造運動があって，現在みられるようた地質

構造の大様が決定づけら ~1たらしい。

E 洪積世

第四妃になると，新第三紀末に決定づけられたこの地域の地質構造と密接

た関係をもって，きわめてはげしい火山活動が行われたものと推察される。

すたわち，地域の東・西南山地を構成している火山岩類、はこの時期のもので

ある。

皿沖積世

洪積世の末葉から沖積世の初葉に，この地域の周辺で、最新期の火山活動が

行われた。

乙の活動はきわめて旺盛で、，浮石・火山灰などの噴出物層がこの地域にも

もたされた。その後，活動は微弱とたったが止むことなく現在に者よんでい

る。

そのほか，現在の河川に沿って発達する河成段丘上に堆積が行われ，さらに

氾濫原田が形成される程度のわやかな上昇が行われ，現在にむよんでいるO

第 10市応用地質

との地域は，中新世司!I縫期の火戒活動がはげしく行われた所で，プロピラ

イトあるいは同源の緑色凝灰岩が広く発達していることが特ちょうであるO

したがって，この火成活動に伴なって，東北裏日本などにみられると同じタイ

プの各種の金属鉱床が方々に匹胎され，豊羽鉱山はそφ代表的たものとたっ

てい 20 このほか，図幅地域の東部・西部和よび南部一帯には，かたり広範

*佐々保雄・根本忠寛・橋本正: 北海道地質凶く60 万分のわ説明書北海道科学

技術連盟(19Fi:3年，昭和 27 年〉 この説明書の中で， この図幅地域を合め，手稲，

豊羽，千歳，伊達の諸鉱山を含む一帯を千歳金銀銅鉛亜鉛硫化鉱地帯左している D
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回にわたって新期の火山岩類が発達し，この火山活動に関係をもっ硫黄鉱床

あるいは褐鉄鉱床がみられる。

プロピライトや緑色凝灰岩層中に怪胎ずる till縫期の金属鉱床は，大きくみ

れば，地域によって賦存する方向に相違がみとめられる。すなわち，地域の

北西部地区では，鉱床の方向はがいして E-'Yで，規模も大きい。しかし豊

羽鉱山では，鉱脈の細部構造をみれば、， E-'Y 方向に斜交する NW-8E 方

向の細脈が交叉して富鉱化しているO これに対して，中央部地区から東部地

区にかけて賦存する鉱床は， N400E から1\-8 方向となり，規模も小さく，稼

行の対象となるものがたい。したがって，鉱床の形態はこの地域の構造運動

によって規定されたことは明らかであるが，より具体的なことは，この地域

に隣接するさらに広い地域をも合めて地質調査を行うとともに，鉱床の細部

構造についても系統的に観察と調査とを進めた後に，はじめて明らかにされ

るものと考える。したがって， ここでは地質構造と鉱床との間には，きわめ

て深い関係がある，ということを明らかにして治く。

これらの金属鉱床のほか，この地域の重要た資源としては，定山渓市街を

中心とする温泉があるO これらの温泉は，いやも地質構造と密接な関係をも

うて，断層様に湧出するものである。

I 鉛・亜鉛・硫化鉄鉱床

乙の地域の鉛・亜鉛・硫化鉄鉱床としては，白井川上流に位置する豊羽鉱

山がある。このほか，隣接図幅「倶知安」に近い白井]fjの上流地域には，か

たり有望た路頭徴候が方々でみられるが，まだ探鉱は進んで、いたい。

豊羽錆山

鉱区: 石狩国採掘権登録第 310 号

後志国試掘権登録第 3， 164 号

外試掘権 12 筆

札幌郡豊平町字定山渓の白井川上流にあわ札幌市の西南約 30km に位置

する。定山渓鉄道錦橋駅から，鉱山専用禄で白井川にそって約 6km 遡り，水
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松沢駅で下車し， そこから約 8km で三山事務所に達するO との間には鉱山

の専用トラックが通じている。たな， ]芸鉱土号は，豊平町字石山 u嘘捜関幅「石

切山」に含まれ，定山渓鉄道石切山駅で下車し，約 2km、)にある。

浩重および現況

発足の時期はあきらかでないが，明治 10 年ライマンは定山渓附近の鉱脈に

ついて己述しているつその後，明治 40 年に武田壊によって，探鉱されたこと

があるのた正三年には， {定辺久吉がとの附近の地質調査をむとなって，鉱床

の拭存状態を明らかにし，大正 4 与になって，久原鉱業株式会社が注目し，銀

を対象として水松沢に乾式製錬所を設けて探業し?との大正 5 年，小林儀一郎

は，豊羽鉱山 i~付近のさらに詳桐在地質ならび、に鉱床。調査を行ったの大lE 11

年，第 1 次世界大戦後の不況時f-t fC 入って，設業を中止したのその後，浮滋

選鉱法の発達と，鉱業振興期に恵まれたことによって，この鉱山もまた，操

業可能柱状態となったのそうして，昭和 10 年には久原鉱業。後身である日本

鉱業株式会社によって事業がjT{.関され，昭和 14 半に月 10，000 tOIl処理。浮滞

選鉱喝を石山に設置しだっさらに昭和 17 年には，これをお，000 tOIlに拡張し，

国門目指の大鉱山に発展したのしかし，昭和 19 年 9 月 6 日，白井川の河底が

陥没して坑内は浸水し，遂に操業を休止して数竿を経過した。その後唱和 22

年，北海道議会で、，豊羽鉱山の復興 fd ・回がとりあげられ，昭和 25 年には豊羽

鉱山株式会社が設立されて， 同鉱山の復呉が進められ，昭和 27 年 1 月に月

前， 000 tO Il処珂の選鉱喝を石山に建設し，操業を悶始した。

地質

この附近の地質は，下位からプロピライトの熔岩流をともなう豊羽屑・湯

の沢屑から友り，これらを貫ぬいて石英粗町岩・黒雲母石英祖国岩・石英安

山岩・輝石安山岩・玄武岩などの岩脈類が発達している O

理:羽屑 ;υ 白井川屑と河時異相つ関係 i:: ;;r，るもの王考えられ，この地域の基盤をでし，

下限は不明である 3 緑色凝灰岩・ i疑灰角喋岩を主主 L ，プロピライトを熔岩流主 L で主

主 f; v' ，府理の明瞭で碍 i5 ・ e 砂岩. !f~色頁岩でどの湾局を夫在 L て ν 、る。

?号;つ:R暦ド!.，下部 i土喋岩土砂岩王を主王するが，上部 iこだる主頁岩・緑色 iJt I f，){岩 7) Ii.府

が優勢止なってくるものである。
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錯底

鉱床は，豊羽層中の緑色凝灰岩・黒色頁岩むよび、プロピライトの中に怪胎

するもので，断層破砕帯またはこれと関係のある裂緯をみたす浅熱水性の鉱

脈であるO 鉱物の組合せから鉛・亜鉛・硫化鉄を主とする石英脈と，鉛・亜

鉛に乏しいマンガン方解石脈の 2 つの型に大目IJ される O

第 9 圃豊羽鋪山附遣の績極分布園

く豊羽鉱山資料による〉

明。M

現在までに発見された主た鉱床は，白井川上流の沿岸地域に多く，すでに

20 余の鉱脈が発見されている L第 9 図)。これらのうち，主なものは鉱脈分

布図に示しであるが，全体として走向は N 4.5°'V から:N 80
0
，V までの範囲の

ものが多く，傾斜も比較的急で 60° 以上の場合が多い。脈幅は，鉱脈によっ

て相当変化があるが， 1m--2m の場合が最も普通である O しかし，主鉱脈で
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ある 7乙山の播磨鍾は，鍾幅が 10m 余りに達する場合が稀でない〔第 10 図)。

以上の鉱脈は，断層破砕帯とこれに関連する裂躍に怪胎されたものである

ことは，前にのべた。現在みられるよろた鉱脈がどのようにしてできたか，

といろことは，今後明らかにし怠ければ、怒ら友い重要な問題として提起して

ままく。

しかし，豊羽鉱山に対して筆者は，斎藤昌之・杉本良也とともにやや詳し
*ネ

く坑外者よび坑内の調査を行。?と。また藤原哲夫は筆者の調査と併行して調

査を進められた。したがって，これらの調査から現在のところでは，大体次

のよろな見透しをいち希うもっている。

鉱床は，播陪鍾と呼んで、いる東西性の鉱脈が主脈で，この主脈はトーショ

ンの下に形成された破砕帯を意味しているよろ註形をとうて少しくねじれて

いる。そして，このカの平衡の破れと考えられる所には，これを切って斜交す

る多くのテンシヨンクラックを意味する平行た細脈が発達し，これらと主脈

とが交叉する部分が富鉱部となり，高品位部は主脈中を斜にはしっているよ

うである。とのようた状態をみると，まやトーション下に破砕帯がで、き，た

またまこの破砕帯が鉱液上昇の導通路とえEοて，交代作用にはじまる鉱床形

成の前芽がもたらされた。その後，との構造の干渉の下に運動は進められて，

多くのテンシヨングラヅクが形成され，このクラックを充填して裂鰭充填鉱

脈が発達し，りいに現在みられる鉱床の形態をとるにいたったものであろう。

しかも，鉱脈と母岩との接触部には滑り面が示されて沿り，また裂i躍によ

。て鉱脈が移動していることもみとめられるので，鉱床生成の後にも，その

余波的性格をもった断層運動は引続き行われていたことがうかがわれるのし

たがって，現在坑外で方々にみられる鉱化作用の伴なわない断層の中には，こ

のようた性質のものが少くないと思われ，むしろ鉱床形成の後駆的な意味を

*斎藤昌之・土居繁雄・杉本良也り七海道地下資源調査所技師) : 石狩国:豊:羽鉱山附

近の地質構造(要旨〕 鉱山地質 Vol.~ No.G(H}5~ 年，昭和 27 年〕

村藤原哲夫ぐ北海道地下資源調査所嘱託) : 札幌郡生羽鉱山附近の地質および鉱床

北大理地卒論(手記) (19i)3 年，昭和 28 年〉
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もつものが多いのではなかろ弓か。

母岩の変質はいちじるしく，王?と化作用・粘土化作用・黄鉄鉱化作用・炭酸

塩化作用を蒙っているO

鉱石は，黄鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱を主とし，白鉄鉱・主H鉱物を

伴友う。脈石鉱物としては，石英を主とするが，そのほか菱マンガン鉱・方解

石・緑泥石・絹雲母があるο2 次鉱物には，褐鉄鉱・赤鉄鉱・時鉄鉱があるの

寅鐙鑓: 鉱恨中に 3ノるものに，縞状構ー浩・輪状構造ーのものが多( ，ほかに額引塊状の

もにがある c ざた粘土化の部分千二禄泥石 fとの部分では，自形結晶を示 L でいる c

黄銅鑓: 閃亜鉛鉱土共生しで」、て，およそらく生成時期 iよ，ほ主人 r同時と考えら ;;G る

之ゾJ が;Y;る。

閃E錯鐘: 主要な鉱石鉱物で，方玲鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱と共生 L ている。鉱床わ下部

にゆ〈にしたがヲで，その量ーが増加する D 褐色~黄褐色を呈 L ，透明穴、、[半透明で

明広?な男開がみられるが，黒間色，不透明で鉄閃亜鉛鉱 (rnarrnatite) でな」、かと考え

~) .わるものも;Y，る c

方鈷鑓: 閃亜鉛拡正左もに主要な鉱石鉱物て，;Y，つで，閃亜in鉱・黄鉄鉱 ε 黄銅鉱王共

生して」、る。この方治拡;工合銀量 732 多 u 、とャわれる口

銀鐘物: かづで銀山と L て稼行して ν 、たこ九に，相当量の銀を産出 L たようであるが，

現在校目 L て」、る部分 i二銀の品位 f;:低 'v 、口銀鉱物 i二次 J) 4 つ;ふ知られて L 、る。

輝銀~$ (AgS)

濃紅銀鉱(::: Ag~S • Sb;}S3)

ボリパサイト? (SAg~S • Sb:J S;~)

自然銀 (Ag')

E 銅鉱床

薄日fj 川と白水If f との合流点から薄別!日にそりて約 BOOm 遡ると，匹iにわか

*Lる支流がある。この地域の錦鉱床として注目されているものは，そこのブ

ロピライト中に匹胎している豊富鉱山であるが，これはむしろ銅・鉛・亜鉛

鉱床として知ら ~'l てきたものでもある。

豊富錆山

この鉱山は，昭和 20 年頃までは国議鉱山と呼ばれていたが，その後休山し

た。昭和 2G 年，三井金属鉱業株式会社が買収して，昭和 27 年から探鉱を始

めた。
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附近の地質は，禄色凝灰岩・凝灰質頁岩・角際凝灰岩::ts'よびこれらを者む

う f ロピライトからなっている。

鉱床は， アロピライト中の断層戒砕帯に怪拾する浅熱水性裂捧充f員鉱派で

あるが，現在までに知られているかぎりでは，規模は大きくないo N40o E "",

N ，55°E ・ 200N\V ---600N\V の走向・傾斜をもった，いくつかの平行鉱脈が集

合したもので鉱石は黄銅鉱を主とし，黄鉄鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱を伴たい，

石英を脈石とする° (第 11 図参照)

な:t-，この鉱床の上盤側には網状に石英脈が発達し，その中には輝安鉱が

第 11 園豊富錆山附近踏査薗

叩o 100 300 400 門

1 砂、i喋層 2 集塊岩層 3 プロピライト〔プロピライトイヒ作用の強い部分〉

4 プロピライト(プロピライトの珪 fじされた部分) [) プロピライトイヒ作用をま

ぬかれた普通輝石紫蘇輝石安山岩 6 緑色凝灰岩・ 7 鉱nK
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みられるが，この石英脈は，大体は銅鉱脈とほ iI'同じ走向を示している。し

かも現在知られたところでは，この輝安鉱を合む石英脈と銅鉱脈中のものと

は全く佐賀が異なっているO したがって，輝安鉱つ生成は，銅鉱床の生成後

の断層運動に伴危う裂捧にそって行われたものと考えているが，な:t~不明な

点が少くないので，解明は今後の精査によらなければならたい。

母岩の P ロピライトは，鉱体周辺では黄鉄鉱が鉱染して晴緑色~晴灰色を

呈し，さらに近くなって鉱体に捜する部分になると粘土化がいちじるしい。

皿硫黄鉱床

この地域で硫黄鉱床として取上げられるものは，喜茂別町字黒橋の:喜茂日lj

鉱山戦と同時に休山し，現在にむよんで、いる〕だけである。とのほか，

硫黄の徴候としては，大正初期から知られている白井川上流のものと薄~lj 川

支流の小 III下流のものとがあるが，時行f西憶はない。

A 喜茂別鍵山

この鉱山は，胆振国虻田郡:喜茂別町字黒橋にあり，ノj、喜茂別岳の南麓に位

置する 3 胆振線喜茂別駅からは 11 km で，定山渓から洞爺まで、通やるパスを

利用できるO この鉱山は，早くから村民の共有で稼行されていたものである。

その後昭和 10 年，早瀬某が譲り受けて二硫化製錬を行ったが失敗し?とo 昭和

14 年末，言茂日Ij鉱業株式会社の所有にうつり，製錬法の研究に着手すると共

に坑内探鉱を行ったが，資金難のため，昭和 15 年には昭和鉱業株式会社に売

り渡された。同社は着業計画を進めて蒸気製錬所などの建設に着手したが，

昭和 19 年，硫黄鉱・山整浦によって休山した。現在は，昭和 24 年に譲り受け

?と林也の所有とたっている O

地質は，輝石安山岩を主とするが，一部に珪化岩・凝灰岩・頁岩が露出し，

これをむゐって，喜茂別岳熔岩が広く発達しているO 現在では，坑道は全く

崩壊してしまっている。それで，鉱床を観察することはできないが，鉱床は
本

上下 2 層の沈澱鉱床で、，平均間隔は約 10m で、あったという。

*北海道鉱業会: 北海道の金属鉱業 163~164 pp0952 年，昭和;:， 7 年〕
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田久保鉱床| 未探鉱

B 白井川上流の鏡床

*白井川上流の鉱床は，すでに大正初期に渡辺久吉によヲて報告されているο

4 露頭 L湯の沢附近に 3 個所， 豊羽鉱山花山附近に 1 個所7 が知られている

が，イ可れも低品位の鉱染鉱床で、稼行価値はない。

湯の濯附涯の露頭

湯のi尺附近にじ，ぐ1) 湯の沢と白井川との合流点から，湯の沢を約'iOOm 遡った東岸，

(2) 小柳沢の約問Om 上流および，ぐ3) 白井JIlと右股川との合流点から約 600m 上流

で白井川の南側岸，の 3{同所に露頭がある口前の 2 者は，はげし〈変質したプロピラ

イトを母岩とするもので，吾、白石化作用・黄鉄鉱化作用など、元弘、-(-;>じるい、。玄た，

硫化水素の気泡を伴なりて，鉱泉がi勇出して u 、て， fi頭附近では硫化水素の臭が強v 、 c

f走者 l二，凝灰岩および砂岩の万.層を母岩主するもので，蛋白石化作用語、、ち r" る LV 、む

し、ずれも，鉱床の規模はきわめて小さく，品位も低いので，稼行価値(二空ったくな

U 、。

豊羽鏡山元山間近の露顕

元山事務所の南方約 300 III のところにあヲて，緑色~灰色の凝灰岩を母岩左ずる鉱染

鉱床である c 蛋白石化作用と黄鉄鉱化住用主が v、ちピる Lv、口ここに(む廃坑土なっ

た坑口があヲて，探鉱した跡がみられるが，低品位で稼行される玄でにならなかワた

主 v 、ろ。現在この附近 iこ 11 ，硫質冷泉の湧出しているところがふヲて，硫化水素臭が

強ャ。

C 薄別川支流小川下流の露頭

**とれもすでに犬正の初期に渡辺久吉台よび、小林儀一郎によって知られてい

るものである O 露頭は薄日 u川と小川の合流点から小川 i を約 400m 遡わさら

に右股支流を約 BOOm 行くと到達する。白 7klif 層に属する角隙凝灰岩を母岩

とする鉱染鉱床で，蛋白石化作用・珪化作用がいちじるしい。硫賀冷泉が湧

出していて，附近一千 iF は漂白作用をろけて jなれ硫化水素の臭が強い。探鉱

本渡辺久吉:前出

料 /J 、林儀一郎: 前出
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した跡もみちれるが，低品位で稼行されたかったようで、あるO

IV 枇鉱

図幅地域の西部には，美比内山から無意根山台よび、喜茂別岳にかけて新期

火山岩類が発達しているが，これらの山岳を結ぶ稜線の東側で，火山岩類と

新第三系とが境する i:付近には fjJt鉱が賦存している。これらのうち，境沢と薄

別川との合流点から，約 4km 遡つ?と薄日lj 川河岸に露出するものは，早くから

知られていたが，そのほか，白水川の上流で，白7X川と無意根林道との交叉

点から約 300m 下流の河岸にも露頭がみられるο

薄別川上流河岸の露頭

プロピライト中に舵胎するもので，河岸の両側に露出している。露頭の附近では，プ

ロピライト黄鉄鉱作用を ν、ちピるしく受けており，粘土 fとしているところもみられる。

露頭の走りは NflOOE の方向であるが，幅は明らかではな v 、(大体i) m 内外王推察され

る):現在京でに知られて u 、る土こ λ では，きわめて小さなもので，珪化されたプロピ

ライト中の網状微細服の集合体である D 構成鉱物は，雄黄・鶏冠石である白

白水川上流の露顕

白水川上流のものは，緑色凝灰岩〔走向・傾斜(むほ if N35ー¥V.L5°S\Vである〕お

よび角礎凝灰岩中 iこ網状に発達するもので，政鉱がみられた D 概観すれば， N30o¥V.

60 0NE の走向・傾科を示しており， HrR幅は O. 尽ぞ m~lcm である。構成鉱物;む荷別

川上流のもの左同['で，雄員二・鶏冠石である。

V 褐鉄鉱床

この地域には，方々に褐鉄鉱の露顕がみられるが，そのうち主訟ものは現

在稼行中の木龍鉱山と探鉱中の無意根鉱山で、，そのほかには，稼行の対称と

たるよろなものは，まだ発見されて jならない。

A 本寵鍍山

この鉱山は，札幌郡豊平町字定山渓.にあり，豊平川の上流で，その支流ら

居沢に位置する。定山渓市街から豊平Jflに沿ヲて約 gkm で到達するが，国

道によれば約 1410n で，そのうち 12km はトラックが通じているの

昭和 7 年頃，砂川善太郎が鉱業権を設定し，ちくじ隣定鉱区を買収して探
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100 200 円

L一一一回---J

直幻 視鉄鉱床

鉱につとめた結果，昭和 18 年褐鉄鉱の露頭を発見した。札幌市の秋山某・有

原某などの協力を求めて，翌昭和 19 年，採掘に着手し，昭和 20 平には宿舎・

事務所友どを山元に建設し，森林軌道と現場とを結ぶ鉱山専用道路を開設し

て，本格的た操業に入ろうとした時に敗戦，休山となった。その後は昭和 27

年まで、は休山の状態がつづいた。この間，協同者の秋山・有原両氏は，持分

を鉄道工業株式会社にゆやり，さらにこれを，昭和 26 年製鉄原料輸送株式会

社が譲りうけ，ついで日鉄鉱業株式会社が組鉱権を設定し，昭和 27 年 10 月

から同社り手によって着業された。鉱石は，採鉱場から国道までは索道で搬

出し，ここから定山渓までトラック輸送を行っている O

附近の地質は，主としてプロピライトと，これをゐ拾って黒松内期に属す

る普通輝石紫蘇輝石安山岩が発達している。鉱床は，これらの岩石を基盤と

して，その上に沈澱したもので，鳥居沢の鉱床は，東西 200m ・南北 150m ・

平均厚さ 15m ・品位 Fe52% の有望なものである O このほかにも， ところど

ころに露頭があるので，今後の探鉱に期待されるところが大きい。

B 無意根鍍山 第 12 園無意根鍵山附涯の褐鏡錆康

この鉱山は，札幌郡豊平町字定山

渓にある。定山渓奥の薄百Ij部落から

薄日Ij川支流の白水川に沿って約 4

km 遡ると到達する O

昭和 10 年頃，砂川善太郎が金・銀・

銅・鉛・亜鉛鉱区として鉱業権を設

定し，その後，鉄に変更したもので，

昭和 25 年から探鉱に着手し，現在に

老よんで、いる。

附近の地質は，主として凝灰岩と

プロピライトで，これらを基盤とし

て，その上に沈澱したもので，品位

は Fe 503~b を越える ο( 第 12 図参照)
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日温 泉

豊平川にそっては， 1とがいに約 4km を隔てて，黄金湯・定山渓・薄jJ !Jの 3

温泉一一定山渓温泉群一ーと豊平峡の 1 鉱泉一一豊平峡炭酸鉱泉一一ーとがあ
本*

る o (第 13 図参開)ο 前者には， (1) 普通輝石紫蘇輝石安山岩中に湧出してい

るもの， (2) 石英斑岩中に湧出しているもの，治よび， (3) 緑色凝灰岩中に湧

出しているもの，の三つがあり，後者は集塊岩層中に湧出している。これら

の温泉むよび、鉱泉は，更新世の火山活動に直接関係のあるものか，または新

第三紀火山活動の名残りと考えてよいものかどうかは，いまのところ明らか

ではないのつぎに各温泉治よび、鉱泉について路述ずる。

A 葺金湯温泉

附近の地質は，八雲統下部に対比されるーの沢層 ω少岩・泥岩の互層〕を

基惣とし，こ ~'l を黒径内統に対比される神威岳集塊岩屑が，不整合に会沿っ

ているO さらにこれを，普通輝石紫蘇輝石安山岩が貫ぬいている。この安山

岩の割目は N :30
0
E で，発達がいちじるしい。

泉j原は 1 個所で，湧水量は少いように思われる σ 従来の調査によれば，次

のよろた結果が発去されている。

温泉 :3:?O ， PH: お.5 (採取直後)， S.;;(:::0 分放置後)，比重: 0.9991 (:l OCC) ，無色透明，

j制定化水素えがある。

ほ正人 r類、昧口泉水 1 立 i 二ヲいて蒸発残 l" i0-: 0.613g(1S0ーC)o

Na+ o.~eg Cl- 0.1611g

K+ 0.003 SO; 0.002

NH+ 0.0006 CO= 0.0046
4 3

* こ jノ泉品につ u 、て ih 北海道大学理学部化学教室西村雅吉助教授から資料をいただv 、

た。ここに厚〈才titしを申上げる。

ヰキ 太秦E長うt· 西村雅吉: 温泉力化学的研究〔第 5 報〉北海道定山渓温泉(そのー〉日

本 f七学会誌第 62 t咲第月号 (1941 年，昭和 16 年〉

太秦康うt • 西村雅古: 温泉1)化学的研究(第 II 報〉北海道定山渓温泉(そのこ〕

日本化学会誌第 64 q民第 6 号(19・13 年，昭和 18 年〉

西村雅古: 温泉の化学的研究く第 12 報〕北海道薄別温泉，黄金湯温泉および定

山渓温泉日本化学会誌第 65 軟第 1-6 号く1945 年，昭和 20 年〕
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第 13 圃温泉および鐘泉分布園

¥

2000門 H幌缶
J .&.

0.0055 HCO= 0.2f)

0.0010 OH- 0.0001

w..,- 0.007:::

BO- a.0020

HSiO- 0.00052

HBO:?:0.013 仏 H;]Si03 :0.077Sg, CO;]:0.003g, H2S:0.00024g, Total:0.7 ら g

(西村佐古 i こよる J

B 定山渓温泉

定山渓温泉は，札幌市の西方約 25km に位置する。豊平川に沿勺て，数百

米の範囲にわたうて湧出している温泉である。 ζ の地区の高さは 280 m 内外

で，附近一帯は石英斑岩で、，温泉はいす=れもその割目から湧出している。割
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‘自の方向は N45ー'V--N30
0
E で一様で、ない σ 湧水は，一般に無色透明で、直と

んど無映無臭・徴アルカ 1) 性を呈し，湧出状態、は慨して静穏である O 泉i且は

各湧泉によって多少異なり 70 CC__85 CC であるが，泉質;はいす、れも大差がな

いよろである。

第 14 圃 定山渓間近温泉分布圃

この品良の分析結果 L第 14 図 No.10) を示すと次のようである。

泉温: 76.0°(; ，湧出状況:湧 71< :二無色透明， I三 1 主ん X無味無臭コ時々小気泡を伴; 0

PH:7.8，比重: 1.0011(20°C) ，泉 71< 1 立の蒸発残港: 3.278g (180°C)口

Na+ 0.!J14g CC J.:)';'Gg

K+0197SOJ 00は
-

NH:00仰 HPO~ 0.0035
4

C:1++ 0.130

~rg +:- 0.0101

.¥fn++ 0.0010

*西村雅吉原叫による。
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HB02:0.150g , H2Si03:0.159g , CO2 :0.103g, Total:3.669g

(西村雅吉による〉

C 薄別温泉

附近の地質は，黒色粘板岩と砂岩の互層よりなる薄別層，塊集岩・角牒凝

灰岩治よび、プロピライトを伴なう白水川層よりたり，訟の訟のは不整合に重

たっているO 薄別川に沿って， N50
0
E の方向の断層線と， これと関係のあ

る E\V の走向の小断層とが，優勢にみられるが，これと交わる N 45°\V 方向

の断層も発達している。湧泉の附近は，粘土化作用がいちじるしくすすんで

いるので，地質構造との関係を明らかにすることはでき注かった。泉源は 1

個所で，湧出量はわやかであるO

0.0228g

ｷ0.063

0.925

0.00002

0.00014

0.00044

HCO-
S

HPO=
4

H....POｭ
- 4

HS-

泉温: 26.5°C, PH:6.3(採取直後)， 6.6(30 分放置後)，比重: 0.9996(20°C) ，泉 71c

lヰ無色透明，微硫化水素臭がある。味は微かに収欽性である D

泉*1 立にづいて蒸発残伴: 0.899g (l80ーC)

Na+ 0.103 Cl-

K+ QO~ SO-
4

NH+ 0.00i5
4

Ca++ a.1M

1¥fg++ 0.0416

1¥fn++ 0.0017

Fe++ 0.00008

HB02:0.007g , HSi03:0.054g, C03:OJ'I62g , H2S:0.0022g, Total:1.:-186g

NO; , NO; ，立な v、。アンモニアによって Al+++は検出してない。

(西村雅吉による〉

D 豊平峡茨酸鎮泉

附近の地質は，石英安山岩質集塊岩と砂岩の互層と，普通輝石紫蘇輝石安

山岩質集塊岩層より構成されている。両者の関係は，との附近ではわからな

いが，ほかの地区で観察された事実から不整合関係、にあることは間違がたい。

この附近に発達する割目は，豊平川にほぼ、平行たものと，これと交わるN300E

の方向のものとである。泉源は 1 個所であるが，岩石の割目からしみ出てい

るところは，方々にみられるO 鉱泉は，気泡をともたって湧出していて，湧

出量は少い。微細な褐色浮滋物を合んでいるO 湧出は無色透明で、，無臭であ
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O.0072g

0.879

0.002

<0.00002

るが，味は炭酸の刺戟がある O

泉温: 10°C, PH:5.8 く採集直後)， 6.1 く30 分放置後)，比重: 0.99900(20°C) , i勇 7k

1 立にづ ν 、て，蒸発残伴: 0.722g(110ーC)

Na+ 0. 0,1)9 g CC

K+0007Hco;

NH+trace so;
4

Ca++ O.OM HPO;

1¥fg++ 0.099

1¥fn+十 0.0002

Fe++ 0.0193

A1+++ 0.0052

HB02 :0.005g , H
2
Si03:0.0196g , CO2:2.33g, Total:3.48g

JI2 S, NO; , NO; , Fe+++ はない° (西村雅吉による〉

したがてコて， この泉はいちじるしく遊離炭酸をふくむ“炭酸含有単純炭酸

鉱泉"である。
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EXPLANATORYTEXT

。f the

GEOLOGICALlITAPOPJAPAN

品川Ie ， 1:.50ρ00

ZYOZANKEI

(Sapporo-2D)

By

ShigeoDoi

(GeologiealBur 九TCy ofHokkaido)

Resume

Durillιtb ‘]aは t ¥YOyears, Isrelltahout130(lay::; ill cllgagillg the

fJ ρl eI ¥yorkfor1Lt'g( 刊 IJ け日 ic ，d :"UI'¥'t'Yof th じ Zyozallkei di::;triet, whereis

situatedabc 凡It :2-Jklll\H 叫 υ "L' BaP I>け 1・0・ The fieldsurveybeganinSeptember

1951aud ぐaJl1 e ぃ :111 ('11d()(・ tり])cr 195:2.T]li~ 、 expImml ory textistheoutcome

ofthis{]eldworkawl i 付 dealt withbridlythe stratiιraphy andmineral

r8:30UrCCsofthisdi 吋 rie t.

1. Stratigraphy

The 、山、り logical complexe]}co¥lIl1crcddurillg thi::: ドl!J' vey bclougtothe

Eo--calkd raja 刷e利、刊川{れ}ヴ削 Y

V川o山]C屯汎引a幻1口I山Iμ1 (θ 礼l方 \\'\Y叶Lじ，-']什]] :川l山s (のlちy1 ，忙巳 rけ川('1';8出S， ~礼川川n山1日](1 Q山u:礼山川H汀rけ'寸t\恥t\'1円げ、可守I' ll川i礼山1Iげl'γy 附仰d心山lime山lItおS.

The Palaeozoic rockis (山 ly expos Ul・ cd alο11g 1he、 rivel' 5ideof

tributaryUsuhc 、 tsu ， in onlysmullart'awhichismaillly(,(H1sistillg inbla ぞk

'"~;late ， interca1atiugoc~er い iけ11 :1 lly withthinbedofsandstoneandquartzite.

Thewhole thieblc'ss, sueee州ion :Illdthl・山、(品、ιleal age、 0[' these'rocksarc

atpres じllt quiteullk1l<l\vlI, butfromtlwirlithiceJlaradt'fStlll'ymaybe

ellりJUbt 1cωss]y 1)(οd 通f占1mυ' ι tυ thL' SO-(' 口、口 11川Heι 主刊寸dP 九ala れt、(υ)z οiθ (υ)fHid:礼l1.;a 行ηy昂此ilν‘恒III illHokkaido.

Asis kはno引、羽w、'I ll el七百刊 cwhcre iu S(υJ 凡川uthw じstern Hokkaidothehasementcomplex

- 78 ー



underthc Nω 日-CIH ‘ Tertial ・y i~ always theSo-( 、a 1J e(l Hidaka Palacozoie

System, lackingl¥TesozoicawlPaJa 刊にI'rH' fm ・mati( JlI円 and it8e0mstohethο

samecaseinthisdistrict.

NeogeneTertiary

TheNcogc'nc 、 Tertiaryisdivisibleiutothre0日 rou} 附 in 山、円行Il diug 01'(10 1',

whichare:

Tengudakc 、 group

Takinomwagroup

Zy( 波乱 nkei group

Eachgroupabove0nu!l1C'ratC'(1isaLaclivi 円ible intomorcmnllcrousauel

moresmallerscalesofformation 丹江戸 wen a~: lIlenlbcrswhie ・ 11 lIl ay トc she 凡vu

intablι 1.

ZyozankeiGroup

SiramizuFormation: ThisformationcoYer 只 ml l;引 uformably the 、 f:O

calledPalaeozoicrock 只 above des( ・ 1・ ih( 可 1 ， withagglol1wraticlavaasit メ lmsal

memher, thematrixofwhich i 円 IllostJy }ll ・opyJiti ぃ in 1itIlif る eLarn( 一、 tel ・ Hue 1

attainsabout100111intot:l1thid~ne;.:s. 'I' l l!、 upper p日rt ofthi 只I' m・ matioll i 円

mainlytuff-hrc 凹ia as¥veIlastuff, aImHI 川tly :llHksiticbein 日 n1tい1' ('(1 tけ

thepropylite, 90m inthid~nes:". The1)ounc1ary1)('1¥reen:lgg]olll (,l'atic l:n乱

andtheuppermemherisnot ぉharp andth い form げ graclually pa 州 ()γ げ

thebrecciatedtuffofth( 、 upper <1 ivi 円 i OlI.

ShiraigawaFormation: Thisformationliesconforrnablyaliοv ぃ tll い

precedingfonnationand i お al~o (1i visihll 、 illtυtwo mc 、mbe 1'円， til い Ie 凡Vい 1・:1Il( 1

theupper. Thelower memberconsi ドts mainlyill gr 川n tuff, -t:)0m ill

thickness, intelでa1t ing oecH何iona11y bl~l(・1:ぉhales， whilethemembe!'of¥¥pper

divisionchieflyin alte l'll atiow~ ()f:":lll<1stoneand shale ()(‘ぐ asiollll l1 y al~o

interca1tedhythilllayersofι 1' ecn tufi', about 1f)()m intotal thiclm 何戸 .

.Metallicoredeposits ，ぞ itheri11 larιe orsmall seale 、 an' mostl.;" f，υund in

thisformati011orits('(luivalcnt, with りnly t1 ittlο('xcぃptio Jl s ， thrOllg-ha]J

theareasurrounding Zyozan1,ei districtnIHlac( り1'( 1i]]gly thisf，υrmati OIl i出

veryimportantforprosp ぞdin 日 orc depo 戸its yet ll lH lis( ・0"\ 、 credo

TheShiraigawH f.υ1 ・mation dcy じlope 日1I1 0stlyin theeaste ア1・n f~ide ofthis

destrict, whileinthewesternside \\・ L、自 wI al:"oformationlleing 吋 mti 店Ta-
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phicallyalmostinsameposition, althoughitssu~cessiou ofrocks, thickness

androckfaciesissomewh:ltdifferentfromthe former, forwhichI',.,,-ish

tocallprovisionallyunderthenameofToyohaFormation.Toyohamine

anditssurroundingareaisthetypelocalityforthisformation.

1、he stratigraphicalrdationbetweenShiraigawaf0rmatiollandthe

'Toyohaformationisinnowhereyetdirectly ascertained, howeverToyoha

formationliesalsoabovetheUpperdivisionof間li l' amizu formationand

iscoveredbylowerYunosawaformation, andaccordingly・the stratigraphical

-equivalentofToyohaformatontotheShiraigawaisalmostbeyonddoubt.

TheToyohaFormationisalsodivisibleintotwoparts, thelowerpart

isma.iulycomposedofalternationsofconglomerateandsandstone, about1:30m

inthielmess, whiletheupperpartismainlygreen tu 庁， about400m in

-totalthickness. ¥VefindalsolocalJyblackshaleinthebasalpartofthis

-formation, whichisquiteindistinguishablefromtheoneintercaItingin

thelowermemberoftheShiraigawaformatioll.

O~cassiona l1 y propy1iteintrudesintotheShintmizuformationandthe

lowerpartofToyoha-asweJ1asShiraigawa-formatonsasthinpatches

oflavaflows, sheetsOr dykes, butaslarge massofpropylitewefind

mainlyintheupperpartofToyoha-aswellasShiraigawa-formation;

互nost ofthemdevc10pesinthismemberaslavaflows.

YunosawaFormation: A tributaryofShiraigawa river, naming

Yunomwaisthetypelocalityforthisformation, wholethicknessofv,,'hich

isabout:)60ill. ThestratigraphicalrelationbetweenthisandtheShirai 岨

gav,,'a aswellas Toyohaformaionisyet uncertain, howevertheformer

liesabovethepropylitewhichisintercalatinginthelatterformationsas

lavaflmrs, andthepebblesofconglomerateconsistinginthebasal part

oftheYunosawaformationarcmostlypropy1ite, whicharcquiteindistinｭ

guishablefromthelavaflowofpropylitelyingdirectlyundertheYunosawa

formation. Accordinglythestratigraphicalhiatusmaybeexpectedbetween

-theYUllOsawaandtheShiraigawaformationoritsequivalent.

TheYunosawaformationconsistsinthreemembersindescendingorder,
whiぞhare:

Upperdivision: alternationsofsandstoneandshale, about 170m in
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thickness

Middledivisios:greentuff, about120m inthickness

Lowerdivision:alternationsofconglomerateandsandstone, about70111'

inthickness

Thelo,,"er memberconsistsmainlyinconglomerateandf'andstoneas

aboveenumerated, whicharegreenishandgrayishincolour;thematrix

ofconglomerateismostlytufaceoussand. Amongthe pebble, propylite

i 雪 most remarkablein amount, green tuff, greensandstoneandliparite

foll{)wthis. Themiddlememberofthisformationismainlygreentuff

whiehpass over graduallyfromthe alternationsofconglomerateand

sandstoneandaccompanyoccasionalIythinlayersoftuff-breccia. "Thole

ofthef'erocksofthisdivisionareliparitic.

Theuppermemberofthisformationisalsotufaceous) consistingin

a1teruationsofsandstoneandshale, grayshorgreenishincolour)occasionft1Jy

richincarbonaceousmatter. FromthispartPectenkim 't tr αi YOKOYAMA

andFene γicardi αsp. wascol1ectcclattheuppercourseofYunosawariver.

Coveringthisformationwesecdaciticlaya丑owofconsi 叶deげrable 汚附ell.叫 Ie

atcls舵ewhc 叶吋、守γr陀'e

Hyak 王口umatsuzawa Formation: Thelowerpa幻rt 0ぱf t仏hi泊s fo引)川rI寸古 ma叫l.tiOll is

chi 長cfl丑ly c∞ompoωs( 引叶可>d 0ぱf agglomerate; in markedcontrast tothe preceding

formation. AlthoughthestratigraphicalrelationoftheHyakumatsuzawa

formationtotheprecedingformationisnotretascertained, thereisdacitic

lavaflowscoveringthcYunosawaformationasaboycmentiond, andthe

agglomerateoftheHyakumatsuzawaformation !lOW inquestionisalw

dacitic;thereforeitmaybequiteprobablethattheHyakumat::uzawa

formationliesabovetheYunosawaformation.

Theupperdivisionofthisformationismainlyconsistinginalternations

ofsandstoneandshale, grayshandgreenishincolour, alsotufaeeou 弓， 60

m inthickness, occasionally fossiliferous. Among thefossil (、 oJIeetions

θulutellus izumoensisandThy αsir αsp_ ismostnoteworthy.

TakinosawaGroup

IchinosawaFormation: Bothofthe Ichino::awa-andtheIta¥variｭ

zawa-formationsofTakinosawagrouparedevelopingintheeasterudistrict
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ofthiss}lCet. IchinoEawaformationisalsodivisidleintotwoparts. The

lowerpartismainlyconsistingillthealternationoftufaceoussandstoneand

sha10, grayishorhlackincolour, occasionally nodulous, andfossiliferous.

Amongthem Calyptogen αpα cific α(DALL) is found, which is the

characteristicelemC'nt ofthe Morai hardshaleformation , developingat

:Morai, northofthemouthofthe Ishikaririver, aboutGOkmnorthwestof

thisdistrict.

Theupperpartischiefelyconsistinginthe sandstone, in which we

五no alsothinbedofshaleatsomewhel 町 also fossiliferous. 'Vefindalso

numerouscalcareousnodulesthroughthispartoftheformation , whilethe

samlstoneofthispartisobserv0dtoheoccasionallyrichincarbonaceouS

matter.

ItawarizawaFormation: TheIchinosawaformationpassgradually

overtheItawarizawaformationinrockfacies. Thegrainsizeofthe

materialcomposingtherocksoftheupperpartoftheprecedingformation

becomegradua]Jytobefinner, andcontentsofshallyrocksbecomealso

toincreae, inmarkedcontrasttothelow じ1・ as wellasmiddlepartofthe

precedingformationandtheuppermemberofthelchinosawaformation

passesoverconformablytotheItawarizawaformation. TheItawarizawa.

formationisalsodivisihleintotwoparts, thelowerpartofwhichismai.nly

consistinginthealternationofhardsha1eandsandstone, grayshincolour,
150m inthi c1 m開s. Fossil 遍 rare andmostlyinbadpreservation. The

upperpartisconsistinginexclusivelyhareIshale, whichisnodulousancI

fossiliferous, 120m inthickness.

Fromlithiccharacieraswe]1asfossilcontents, thoughthelatterare

kssnumerous, theZyozankei group III 日y hecorrespondtothe Kunnui

SeriesinstraUgraphicalpositionandtheTakinosawagroupmayberoughly

estimatedtobealmostequivalenttoYakumoSeries.Accordinglybothof

thesemaybeMioceneinage.

TengudakeGroup: Inthecentraldistrictofthis sheet, especially

at thenorthern corner and in the western side ofthis district, the

Tengudakegroupdevelopesinrelativelynarrow areawithnorthsouth

trend. Thiscomplex ischieflyconsistingin agglomerateofandesitic
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nature, howeverthe]OIvcrpartisoccasionallyωrnposed ofandesiticdykes

aswellaslava flows, coveringull(?oufornubJytheupper p九rt ofthe

Zyozankei groupaswellasTakinosawagroup. Thebrecciaofthis

agglomerateismainlyconsistinginandesite, butgreentuff, shale, mudｭ

stones, palaeozoicslatesandvariouskindsofigneonsrockssuchasquartzite,
porphyry, liparite, propyJite, diaba記 and gabbroicrocks. Thelattertwo

kindsofrocksare, tobenoted, notexpJsturedinthisdistrict.

Itisfarfromdoubtfulthatthisgroupiscorrelabletotheso-called

Kuromatsunai agglomeraticgroup developing widely in Southwestern

Hokkaido. TheageofthiscomplexmaybePliocene.

Quartanary

Coveringthemountainousregiol), about500m to1000m in altitude,
talusorterracedepositsarewidelydevelopedthroughthisdistrict;the

truegC'010gicalnatureofwhichisyetunknowntomC', howeverthatthe

stratigraphicalpositionofthesedepositsisolderthanthealuvialdeposits

isalmostbf>YOllC}doubt. ItmaybeprobablydenotethelaterPleislocene

JDage.

Althoughitoccupiesonlyquitenarrowarea, weseealsotheShikotsu

pumiceousbedinafew localities, coveringthepreceding fanglomeratic

depositsaboveenumerated. TheageofthisbedisalsolaterPleistocene.

AlongtherivC'rside, riverterracesindifferentaltitudearedeveloping

innarrowbelt, eachofwhichisoverlaiedbythingravelbed.

Tothealuvialdepositsthereisnothingtoberemarkedhere.

2. Igneousrocks.

Volcanicactivitywasquiteintense throughtheNeogeneTertiary

periodaswellasQua:rtal1aryinthisdistrict.

FirstlyPropylitebeganitsactivityintheearlystageofdeposition

ofthe問liraigawa formation;duringthisstage, itsactivitywasculminated

atleastinthreetimesasbeforementioned.

'Veseepropy]iteinthesetwoformationassheet, dykesandlava:flows.

Amongthem, themostlargemassofthisrockiscontinedintheupper

partofShiraigawaformationanditsequivalent.
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Liparite: Following the activity of propylite the liparite began its

activity, itintrudedintothe Shiraigawafurmationof Toyohaformation

asdykesandocc:asiona]]yoverflowedthesurfaceofthedepositionalplain

oftheseformation.

Dacite: AfterthedepositionoftheYunosawaformationdacitebegan

alsoitsactivity. ¥Veseelavaflo¥vsofdacitecoveringtheYunosawa

formationC'lscwhereanddaciticagglomerateconsistinginthemainpart

ofthelowerdivisionoftheHyalnnnatsuzawaformation.

Quartzporphyry: ・ Quartz porphyryisalsodevelopedinconsiderablewide

areaofthisdistrict, with northsouthtr でnd ， whichcuttheupperpart

oftheHyakumatsuzawaformation. Althoughthestratigraphicalrelation

bet"¥vcenthisigneousrockandIchinosawaformationisnOw unsettled, I

thinktheJatterpοrhaps tocoverunconformahlytheformer. Therefore

theageofactivityofthisrockinthisareamaybethelaterstageofthe

depositionoftheZyozankcicomplex.

Andesite: And 刊itic roc]{sbegantoappearafterthedepositionofthe

Takinosawaformation. Asalready stated, theagglomeraticformationof

theTellgudakegroupisexculsivelyalldcsitic.

Thcl'earevariouskindsofandesiticrocks, whichintrudedintodecidedly

the Tcngudakegroup; theexactgeological age ofthemisat present

unknown, hutitlllayheprohahlythe latc 下r PlioceneorearlyPleistocene

inage. (secalsotable2)

Table2

ageKind lModeof
Occurence

HausuYumaI~uva

(Hyperstheneau 只He andesite)

ToishiYamaLava
(Hyperstheneaugiteandesite)

BihinaiYulIIaI~ava

(Augitehyperstheneandesite)

lchinosawaPyroxeneand ゼsite

Kannoni¥VaYalllaQuartzbearing
hornblendeandesite

Nakay:ulla-toge
Augitehyperstheneandesite
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Basalt: Asdyk 円 in :-mallscale, ha:-aJtcutlocallytheYun08awafomatioIl

inthi 弓 district aIH]accordinglythelowerlimitoftIlegeologicalageof

thisrockisdouhtIcsslyafterthedepositionoftheYUllosawaformation,
huttheupperlimitoftheadivityofthisrockisstilluncertain.

Howeverasthem川t prevalentactivityοf basalticrocksintheNeogene

TertiarythrouthsouthwesternHokkidoitiselsewhereknowntobethe

Yal 王umo-stag C'. TherC'forethesamecaSemayheC'xpectlｷdinthisdistrict.

COyγ('ring thewhole 、 igenous rocksahove stated, aswellasTertiary

sedimellts, theredevelopswidelyandesitic fio'\ ・ s whicharcfouw]mainly

inhighlllountaillOll 月 region formingflattoppedmountain 汚.

3. Mineralresources

Inthefollowingparagraphsomemilleralresourcesfoundinthisdistrict

will1附 hriefly dealtwitl] , mostofthemsuch a円 Lead ， ZillCawlCopper

oreaswelIasAsellic ‘ deposit 丹江 re fOUlldintheformatiollorvolcanicrocks

inearlyMio 何ne age. ¥VhileLimoniticorSulphur depr 市its areproduct

duringPleistoceneage.

Be 下sides ofthis, l¥[ineralspringsarcfoundillafewlocalitiesinthis

distri け， mostofthememploicelforhnthorotherU:3e:3.

Lead, zincandPyriteoredeposits:

A弓 already stated, oredepositscOlltaingL叩el ， Zinc, andPyriteetc.arc

foundina few localities ofthis di 円trict ， allofthemdevelopeinthe

ShiraigawaformatiollaswellasToyohafonnation , especiallyinthegreen

tuffanc1propy1itcasmot}wrrod:s. The 判、 e1c posits arcexculsiYelyvein

type. Among them, most remarkal 也、 elcposits eitherinqualityorin

:3cale, arcfoull(latToyohamineaswellasitssUlToullelingarea, ahout12

km 'VestofthetownofZyozallkei , which we] や worked sincethe('arly

Taishoaeraand i 日 now workeel. AtpresentorcsofGOOOtOIlesarc

mininedforeachmonth.

Copperdeposits:

Thistypοof orcdepositsarcspeciallyrichinCopperthanleadand

zinccontentsincomparingwiththeprecceling deposit タ， whicharcalso

fonwlinthepropylitοheing intercalatingintheupperdivisionsofShirai-
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gawaformatiollas!:tva i1<川 is. The ，lep\ 府it ofthistype"ias lIotyet

mineduntilpreselltday, l111tisllOWprospectedatToyotomimine, situatillg

about6kmsoutlnvestofZyozankeitO'Vll.

Sulphurdeposits:

ThereisKimobctsumillehein!!situatedatthesouthwcsterncornerof
b

thisdistrict, whichwasJ010wntoworkSulphur dc‘posits duringlD.34to

1944;lmtitisllOW110tworked.

Arsenicoredeposits:

AttheuppercourseoftheUsubetsuriver, .Arsenicoredepositsbeing

consistinginRealgcrandOrpimclltwaslmownsineοvery olddaysofTaislgo

Acra, whichisdevelopedill the propylitchelongingtothe Shiramizu

formation. Meanwhilesametypeυf or ・e depυsi twasalsonewlyfowndby

myselfatthe ・ upper courseoff-lhiramizu river, thedepositofwhichis

alsodeveloping inthepropyJ1teofsameformation. Both of these,
howeverarenotineeollomicimportane 町 owing itssmallscale.

Limoniticdeposits: We 五日 d limOlliticOreinvadousscalecIswlwrein

thefanglomeratiedt'positscoverinιthe propyliteorgreen tuft ・ sediments

ofvarious formations. Of them, OJで deposit developingsurrounding

Hοnryu mine, about9kmsouthofZyozankei town, akmgthe Toyohira

riverisatpresentonlymined, H1HlothersinglecaseheingfOUlHlatl',ruine

minesituatingattheupp じl' cour~c ofShiramizuriverisnowprospecting.

Hotsprings:

Asmincralespringswefindthematfourpoiuts. Threeofthemare

fOUlldalυng the Toyohirariver, withintervalsofahout4kn1fromeast

towest, whicharclmowuasJ{ oιane-hot 討pring ， ZyozHnkciandUsuhetsu

respωivcly. Othcronespringιush 凶 forth atthe uppοr cour::eofleft

trihutaryofToyohira river, alめut 7]unsouth of ・ Zyozankei town ，日 Jld

thisisuotwarmlikeotherthr ・cc springs. Allthesepositionsofmineral

springs ぞither coυI orhot, indicatetheexistinceoffaultlinenぐar byand

Icouldascertainitinfield.Theresultofthechemicalanalysisofoneof

springatZyozankeiiβas follows:

Na+ 0.914g CC 1.576g

k+0.187so;0.084
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0.0020

0.0101

0.0010

HPOJ 00035

HB02 :0.150g, H;lSi03 :0.159g, CO2 :O.I03g, Total:3.669g
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第 1 図版
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白井川屑中の緑色凝灰岩層〔薄別川中流〕

(ileentuffmemberintheShiraigawaformation(!¥｣iddlccomseofUsubetsuriver)



札幌第 29 号定山渓図幅説明書

第 2 図版

ZYOZANKEI くSapporo-29)

PI,ATE 2

豊羽層中のプロピライト℃取岩流〕

Propylite(lavaflow)intheToyohaformation.



札幌第 29 号定山渓図幅説明書

第 3 図版

ZYOZANKEJ(SappcJro-29)

PLATE 3

豊羽層中の緑色凝灰岩層

Tg: 緑色凝灰岩層 1)1': プロピライト

GrecntuffmemberintheTovohaformation

Ttu: Greentu 仕・ member PI': Propylite
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第 4 図版
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湯の沢層中の砂岩・際岩互層〔白井川上流〕

s: 砂岩 Cg: 礎岩

AlternationofsandstoneandconglomerateintheYunosawaformation. くUpper courseofShirairiver)

S: SanJstone Cg: Conglonwrate



第 5 図版 PLATEλ

第 1 圏 神威岳集塊岩層 L富市橋から豊平 J i!iJ~ ろ00111 下流、)

Ag: 凝灰質集塊岩層 S: 凝灰質砂岩

Fig , 1 KamoiDakeagglomεrate memb 日 in theTenguDakt:agglomera" formatiο J)

CAtbout500mfrom.Nishikibashi¥bridge)isth む loner conrSea1 川16 theTυyohira

flVer)

Ag: Tufacconsagglomerate S: Tufaceoussandstone

第 2 圏荷。沢より観音岩山を望む

Ish: わ沢層〔砂岩 e 頁岩互胃〉

An :,? : 砥石山;溶岩(普通輝石紫蘇輝石安山岩〕

Ka: 観音岩山岩脈(合石英角閃石安山岩〕

Fig.2 ViewofKannoniwaYamafromTakinosawa.

Ish: lchinosawafοrmation (Sandstone 町内 hal ，冶Il wmber')

An2: ToishiYamaLava(Augitehyperstheneandesite')

Ka; Kar.noniwaYamaDike(Quartzbearingh川nblende :l!1desite)
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第 5 図版 PI~ATE ;)

第 I 図

Fig. 1

第 2 図

Fig. 2
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第 6 図版
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百松沢層を貫ぬく石英 HE岩(錦橋 7

Hag: 百松沢層 Pq: 石英斑岩

QuartzporphyryintrudedintotheHyakuma1suz:1waformationatNishikibashi.

Hag: Hyakumatsuzawaformation. Pq: Quartzporphyry.
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第 7 図版

ZYOZANKEJ (Stlpporo-~9)

PI,ATE 7

豊平峡集塊岩層〔豊平川上流〕

Hoheikyoagglomcl'atemcmberintheTengudakcagglomcrateformation.

(uppercourseofToyohirariver)
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第 8 図版
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百松沢層中の断層(百松沢下流〕

Hug: 石英安山岩質集塊岩 Hsh: 砂岩・頁岩互層

Fig.1 Fault betw むen Dacitjcagglomcratcmembcrand Sandstollc ・ Shalc membcr

intheHyakumatsuzawar，υrlllation. (I.owercourscofHyakulllatsuzawa)

Hag: Dacitic:Igg1olllcrate Hsh: AlternationofSandstoncandRhale
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第 9 図版

一 • ~ 町噌F ・時 山戸叫叩即

ZYOZANKEI(Sapporo-2H)

PLATE ~)

銚子口より神威岳を望二む o 1 神威岳 2 烏帽子岳

Qp: 石英斑岩 Tag: 神威岳集塊岩層

ViewofKall10i Dal 、e frolllthe Chy 州iguchi. 1 K:tmoiDak む 2 EboshiDake

Qν: Quartz1 川rphyry Tag: Kal¥loiDakeagglol 日正 rate member(Ten 包u Dake

agglomerat む formation)



札幌第 29 号定山議関縞説明書

第 10 関版
ZYOZANKEl く8apporo-29)

PLATE 10

塁:羽鉱山 F付近にみられるプロピライト化作用の強弱の示される露出

A: A プロピライトイヒ作用が強じ崩壊 L やす〈なっている部分。
B: 強\{.プロピライトイヒ作用を交ぬかれた部分。やや費出する傾向がある。
Aviewshowingdpplicated ぞropylitization ottheneighbourh~;'cl ofTt;yohami

A:PoneufullyIFropyI111zedportIon-B:WEaklypropylitizdportidne
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第 11 図版

第 1 圃石英斑岩(白井川・しぐれ橋〕

)(25 II ニコル

Q: 石英 pI: 斜長石

Fig.1 Quartzporphyry くShi rairiver)

)(25 IInicoI

Q: Quartz PI: Plagioclase

第 2圃石英斑岩(朝日岳 7

PLATE11

喝

、'巳，

‘

)(25 II ニコル

Q: 石英 PI: 斜長石 Bi: 黒雲母

Fig.2 Quartzporphyry(AsahiDake)

)(25 IInicol

Q: Quartz PI: Plagioclase Bi: BiotitE'

第 3 圃石英安山岩(湯の沢東部)

)(25 II ニコル

Q: 石英 PI: 斜長石

Fig.3 Dacite くEasternpart ofYunosawa)

)(25 IInicoI

Q: Qua.rtz PI: Plagioclase

第 4 園玄武岩(胡桃沢上流〉

)( 40 I/ ニコル

PI: 斜長石

Fig.4 Basalt(UppercourseofKurumizawa)

x 40 IInicol

PI: Plagioclase
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第 11 図版

第 1 図

第 3 凶

7;YOZANKEI(Sapporo-29)

PLATE ]1

第 2 図

第 4 凶



第四図版

第 1 圃普通輝石安山岩〔朝日岳西方〕

PI~ATE 12

X 25 II ニコル

PI: 斜長石 An: 普通輝石

Fig.1 Augiteandesite. くWeste l'll ,part ofAsahiDake)

×ぬ II nlcol

PI: Plagioclase An: Augite

第 2 園 大江沢集塊岩(普通輝石紫蘇輝石安山岩) (桃胡沢上流〉

x40 II ニコル

PI: 斜長石 Hy: 紫蘇輝石

Fig.2 Oezawaagglomerate(Augitehyperstheneandesite)(UppercourseofKuo

rumizawa)

x40 IInieol

PI: Plagioclase Hy: Hypersthene

第 3 圃 札幌岳熔岩〔普通輝石紫蘇輝石安山岩) (札幌岳〉

x 25 II ユコル

PI: 斜長石 Au: 普通輝石 Hy: 紫蘇輝石 Mg: 磁鉄鉱

Fig.3 SapporoDakeLava(Augitehyperstheneandesite) くSapporo Dake)

x2.5 IInicol

PI: Plagioclase Hy: Hypersthene Au: Augite

]日宗: Magnetite

第 4 圃 空沼岳熔岩(紫蘇輝石普通輝石安山岩) (空沼岳〉

x25 II ニコル

PI: 斜長石 Au: 普通輝石 Hy: 紫蘇輝石 Mg: 磁鉄鉱

Fig.4 SoranumaDakeLava(Hyperstheneaugiteandesite)(Soranum3Dake)

x 25 IInieol

PI: Plagioclase Au:Augite Hy: Hypersthene

Mg. Magnetite

￡
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第 12 図版

ZYOZANKEJ くSupporo-29)

PI,ATE ]2

第 i辺 第
.、

“ !~J

第 3 図 第 4 凶
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